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会議の顛末

一般質問（１２月１３日）

議長（山根政彦）

皆さん、おはようございます。ただいまの

出席議員数は９人です。

定足数に達していますので、これより本日

の会議を開きます。

議事日程の報告

本日の議事日程はお手元に配布のとおりで

す。

日程第１

一般質問を行います。順次質問を許します。

３番、梶原明議員。

議員（梶原明）

改めましておはようございます。３番、梶

原明です。傍聴されている皆さんありがとう

ございます。令和５年１１月２８日、「エスマ

ートわかさ店」が新たにオープンとなりまし

た。初日の利用客数は９００人に上り、平均

利用客数は６００人であると、１２月５日開

催の総務産業教育民生常任委員会、以下常任

委員会において、町長から報告を受けました。

この報告に対し、いかに町民の皆さんが買

物場所を求めておられたことを改めて実感い

たしました。また、令和４年度からスーパー

誘致までには紆余曲折を経ながらも他町より

１歩先んじることができましたのは、議会と

町長の情報収集もあり、その後の交渉におけ

る若桜方式の提案など、町長はじめとする執

行部の多大なご苦労があったから実現できた

ものだと考えております。これからもスーパ

ーや移動販売などの継続、存続のための施策

に対して提案をしていきたいと思います。

それでは、通告に従って質問に入らせてい

ただきます。１、コンビニエンスストアにつ

いてです。（１）になります。令和５年９月３

０日に、「トスク若桜店」の閉店及び「道の駅

若桜 桜ん坊」の指定管理者変更による休館が

ありました。これを受けて町民からは、なぜ、

同日にスーパーと道の駅が閉店するのか。な

ぜ、コンビニエンスストア、以下、コンビニ

をつくっておかなかったのかなど、買物場所

がなくなったことに対してのご意見を多くい

ただきました。

また、今年度開催された議員座談会の場に

おきましても、コンビニの必要性について、

さらに多くの意見をいただきました。コンビ

ニ建設の予算については、公設民営に反対さ

れたことをきっかけとして、令和３年１２月

に建築関係が、令和４年３月には設計費関係

がそれぞれ予算から落とされ、建設の事業は

なくなりました。設計費が落とされたとき、

町長はスーパーの問題とともに、コンビニの

件も併せて検討したいと発言されたと記憶し

ております。

さらに令和４年８月２２日開催の常任員会

では、町民の買物場所の確保を検討するとも

発言されております。さらに、その常任委員

会の中で、買い物消費実態等に係るアンケー

ト調査の結果報告がありました。

これは、令和３年１２月２３日発送、令和

４年１月１６日投函までの結果をまとめたも

のでございました。その中の問５に、町内に

必要な店舗、業種の回答でコンビニエンスス

トアを求める町民の回答が２５４人中５７人

と全体の 22.4％を占めて、最も多い回答であ

ったと報告を受けました。

スーパーの案件が落ち着いた今、コンビニ

の案件を検討するお気持ちはありませんか。

壇上での質問を終わります。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

おはようございます。梶原議員の一般質問

にお答えをいたします。スーパーの案件が落

ち着いた今、コンビニの案件を検討する気持



ちがないかというご質問でございます。

まず、冒頭ありました９月末のトスク若桜

店の閉店と指定管理の交代に伴う道の駅の休

館が重なってしまいまして、図らずも町内の

主要な買物環境が１週間程度、同時に失われ

ることになりました。町といたしましては、

１０月の２日から買物バスの運行を開始する

など、買物環境の維持に向けてできる限りの

対応は行いましたが、町民の皆さんには大変

ご不便をおかけいたしました。

さて、議員ご質問のコンビニについてでご

ざいます。まず、過去の経緯を振り返ってみ

ますと、当初は町が施設を建設し、テナント

を公募した上で令和３年１２月のオープンを

目指す計画でございましたけれども、町民有

志の方による反対の署名運動などを受けて、

建設をストップいたしました。

その後、令和３年の１２月定例会で、建設

工事費５千万円を当初予算から減額され、設

計管理費２５０万円のみが残された状態、そ

の段階で令和４年の２月に私が町長に就任を

いたしました。就任後はじめての議会となり

ます令和４年３月定例会で、私は「一旦検討

を白紙に戻す」ということを申し上げまして、

残っておりました設計管理費２５０万円全額

を削除する予算を提案をいたしまして、認め

ていただきました。

白紙に戻すとした趣旨は、当時、令和４年

の１月下旬でございますけれども、トスクの

店舗の再編が検討されているということが新

聞等で報じられておりまして、コンビニ建設

を議論していた頃とは状況が変わっていたた

めに、コンビニ建設より、今ある買物環境の

維持を優先する必要があるというふうに考え

たためでございます。また、当時、コンビニ

建設をめぐって町内世論を二つに分断をする

ようなそういった空気がございまして、これ

を新しい町政に持ち越すのは得策ではないと

いう判断もありました。

さて、私が「スーパーの問題とともに、コ

ンビニの件も併せて検討したい」と発言した

ということでございますけれども、これは令

和４年の３月定例会における提案理由説明の

際に、私は「コンビニにつきましては、スー

パーも含めて町内の買物環境をどう維持して

いくかという広い議論をすべき」というふう

に申し上げました。

これはコンビニに限らず、町内の買物環境

全体を検討するという趣旨でございますので、

そのようにご理解をお願いしたいと思います。

その上で、「スーパーの案件が落ち着いた今、

コンビニの案件を検討する気持ちがあるの

か」というご質問ですけれども、紆余曲折を

経まして、ようやく１１月２８日に「エスマ

ートわかさ店」が開店にこぎ着けたところで

ありまして、今後、町民の皆さんに、エスマ

ートも含めて、地元での買物を心がけていた

だき、今ある買物環境をしっかり守っていく

ということに集中したいと考えておりますの

で、今、コンビニを検討する考えはございま

せん。以上です。

議長（山根政彦）

梶原明議員。

議員（梶原明）

広い議論をしてコンビニも含めてというこ

とでありましたが、今は、まずはスーパーの

維持のため、コンビニに関しましては検討は

しないというようなご意見をいただきました。

しかし、以前から若桜町の税金や各料金、コ

ンビニ収納対応など行っておられます。また、

令和５年４月からはコンビニで住民票や印鑑

証明などが発行可能になっております。町長

はそれ以外の証明書もできれば増やしていき

たいと発言された記憶があります。

しかし、役場の開庁時間外にコンビニで納

付や証明書の発行を行う場合、少なくとも若

桜の町民は隣町まで移動しなければなりませ

ん。コンビニでの証明書発行が窓口発行より



安価な設定でも、移動に使うガソリン代を考

えると元が取れないという声もありました。

さらに今期の議会だよりでも、「わたしの想

い」のコーナーで若者から町内にコンビニ設

置を願う意見も複数ありました。加えて、若

桜学園に通う子どもたちや高校生からも、コ

ンビニ設置を願う声を聞いております。

コンビニはこの町に若い世代が残るための

マストアイテム、絶対に必要なものの１つだ

と考えております。コンビニもない町に子ど

もたちに残れということは酷なことだと考え

てしまいます、コンビニに対する町長の所見

をお願いいたします。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

コンビニに対する私の所見ということでご

ざいますけれども、私自身はコンビニが町内

にあるにこしたことはないというふうには思

っております。

コンビニというのは、単に買物だけではな

くて、いろんな、例えば災害時に全国の配送

網を通じて、商品の食料の備蓄の機能を有し

ていたりとか、いろんなスポーツや芸能関係

のチケットが買えたりとか、そういうことで

エンターテイメントの世界で日本の文化につ

ながっていく、そういった拠点でもあると思

いますし、おっしゃったように、いろんな証

明書の発行、あるいはマイナンバーカードを

使ってのそういう発行や、いろんな支払い機

能ですね、請求書なんかのですね、そういう

いろんな多面的な機能がある。言ってみれば

インフラのようなものではないかというふう

な気持ちはあります。

それが町内にあれば、より便利であるとい

うのは理解できるわけですけれども、じゃあ、

それを今、行政主導でこのタイミングで検討

するかと言われますと、まだちょっとそのタ

イミングではないのではないかなと。できれ

ばやっぱり民間でつくっていただくというの

が一番いいと思いますので、それを行政主導

で今、このタイミングでやるのかということ

については、そうではないのではないかとい

うことで申し上げました。以上です。

議長（山根政彦）

梶原明議員。

議員（梶原明）

町長のコンビニに対する思いっていうとこ

ろを聞かせていただきました。ちょっと検討

というとこまでね、お答えいただいとるのは

承知した上で、コンビニの機能というところ

もしっかりと認識されているというところを

確認させていただきました。

次の質問に移りたいと思います。（２）番に

なります。これは、検討は今はしないと言わ

れたことでもありますけれども、ある種の提

案も含めておりますので、そのままさせてい

ただきたいと思います。

令和５年５月よりコロナウイルス感染症が

５類に移行してから、道の駅の駐車場は利用

者増加に伴い、かなり手狭になっているよう

に思います。

また、平成２５年には災害発生時に道の駅

若桜を道路利用者、地域住民の避難所として

位置づけられ、断水時でも使用可能なトイレ

など防災機能の整備がなされました。それら

を踏まえ、道の駅の敷地に隣接する土地を購

入して、コンビニ建設と駐車場の拡張を併せ

て行われてはと考えます。

この先は、先ほども検討はされないと思い

ますが、ある種の提案としてお答えいただけ

ればと思います。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。



町長（上川元張）

道の駅若桜の利用者が増加をしており、駐

車場が手狭になっていると思われるが、今後

コンビニの建設を検討するのであれば、道の

駅に隣接する土地を購入し、駐車場を拡張し

てはどうかというご質問でございます。

コンビニの件につきましては、先ほどの答

弁で申し上げたとおり、今は検討することは

考えてないということでございますけれども、

議員から、道の駅若桜の利用者が増加してい

ることに伴って、駐車場が手狭になっている

ように思うというご指摘がありましたので、

道の駅などにも状況を確認したところでござ

います。

それによりますと、駅前など道の駅周辺で

イベントが開催される際には、道の駅の駐車

場が満車となるために、旧森林組合跡地を臨

時駐車場として案内をしておると。また、ゴ

ールデンウイークや秋の行楽シーズンなど連

休の際には、一時的に道の駅の駐車場が満車

状態になることも、まれにあるということで

ございます。

しかしながら、平時においては駐車スペー

スが不足している状況にはないというふうに

伺っております。今後、道の駅の利用者が増

加するなどして、慢性的に駐車場不足が生じ

るようなことがあれば、国土交通省とも相談

をしながら、駐車場の拡張も検討してみたい

というふうに考えております。以上でござい

ます。

議長（山根政彦）

梶原明議員。

議員（梶原明）

どういいますかね、慢性的に駐車場がいっ

ぱいになるようでありましたら、国土交通省

と相談されるということでいただきまして、

ちょっと形は変わってしまうかもしれません

が、コンビニの、先ほども町長のおっしゃら

れたコンビニの災害時のこと等ちょっと含め

まして、１２月７日のＮＨＫの列島ニュース

っていうのがありましたが、その中で陸上自

衛隊西部方面隊と大手宅配業者の輸送協力に

関する協定を締結したニュースが流れており

ました。

これは災害時が発生した場合に相互協力し、

迅速、円滑な対応に資することを目的といた

したものでした。近年、豪雨に豪雪など自然

災害が毎年発生しています。若桜町におきま

しては災害による長期間の集落孤立は発生し

ておりませんが、いざ孤立の状況が発生して

しまえば困るのは町民だと思います。

今年９月１日の防災の日に併せてコンビニ

と災害をテーマにセブイレブン・ジャパン、

ファミリーマート、ローソンの各社に対応指

針を聞いた記事がありました。詳しい内容は

割愛させていただきますが、３社に共通する

のは、各自治体と結んだ帰宅困難者支援協定

でした。この協定は、地震などの大規模災害

によって多くの帰宅困難者が発生した場合に、

地域に点在するコンビニや外食チェーンが水

道、トイレ、道路情報の提供等の支援を行う

ことを自治体との間で取り決めておくもので

す。

これは、平成７年１月１７日に発生した阪

神淡路大震災の際に、交通機関が途絶えた状

況下では、通勤・通学者や観光客を速やかに

避難させるための支援が何よりも欠かせない

という体験に基づいてつくられました。

同協定に参加したお店は、災害時支援ステ

ーションステッカーというものがありまして、

それを掲示することになっております。コン

ビニの店頭に貼られているのを見られたこと

もある方もいらっしゃるかと思います。

地震、水害のほかにも雪害、土砂災害、感

染症などコンビニ各社は考えの差はあります

が、災害に備えて地域支援準備をしておりま

す。しかし、協定を結ぶコンビニは若桜町に

はありません。町としては令和２年度に修正



された地域防災計画にのっとり、いろいろな

準備をされていると思います。しかし、被災

された方々の求めるものを満たすことはなか

なか難しく、ライフラインを守っていくのは

自治体とコンビニ会社が結ぶ支援協定が必要

だと考えております。

今回のスーパーについても、私は公設民営

であるという考えでおりますし、しかし、ス

ーパー誘致に対する反対の声はほとんど聞く

ことはありませんでした。今後コンビニつい

て常任委員会で議論していければと思ってお

ります。

では、次の質問に移ります。２の単身者向

け住宅についてです。（１）です。現在若桜町

には民間が経営するコーポやアパートなどの

単身者向けの賃貸物件がありません。町営住

宅には単身者も入居可能ですが、所得の問題

及び手続など入居までのハードルが高いよう

に思いますし、単身者が快適な環境で暮らす

には、家族用の住居は広過ぎるように思って

おります。

新町造成地などに、単身者用向け住宅を造

られてはと考えます。町長の所見をお伺いた

します。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

新町造成地などに単身者向けの住宅を造っ

てはどうかと考えるが、町長の所見を伺うと

いうご質問でございます。

本町の町営住宅につきましては、公営住宅

法に基づく住宅、これが若葉団地と西町住宅、

高野改良住宅の８３戸、公営住宅法に基づか

ない町独自の住宅が町営赤松団地住宅の４戸、

そして若者定住化を目的として整備した新若

葉町営住宅の２４戸、さらに赤松団地内の町

営若者向け住宅の４戸と合計１１４戸の住宅

を整備しております。

公営住宅法に基づく町営住宅には単身者で

も入居できますが、入居資格要件として住宅

困窮者であったり、所得要件など様々な要件

がございます。また、町独自の若者向け等の

町営住宅には、同居人がいることが入居条件

であったり、同居要件がない場合であっても、

間取りが広く、単身者には持て余す間取りと

なっており、議員ご指摘のとおり単身者が簡

単に入居できる手頃な広さの物件がないとい

うのが実情でございます。

しかし、町営住宅全般に老朽化が進んでお

りまして、維持管理費用が今後一層増加する

ということが予想される中で、新たな住宅を

建築することには少し慎重にならなければい

けないかなというふうに考えております。

本来であれば、民間主導でコーポやアパー

トを整備していただくのが望ましいと思いま

すけれども、過疎化・高齢化が進む本町にお

きましては、なかなかこれも難しいことかな

というふうに思います。単身者向け住宅のニ

ーズがどれくらいあるのか、もう少しそのニ

ーズの有無を見極めてから検討したいという

ふうに考えております。

なお、新町造成地などに単身者向け住宅を

造ってはというご意見でございますけれども、

令和５年６月６日に常任委員会を開催いただ

きまして、新町造成地について宅地分譲方式

ということで議員の皆さんにご説明をいたし

まして了解をいただいたということで、今、

分譲方式を前提とした設計を進めているとこ

ろでございますので、新町造成地に、町営の

その若者向けの賃貸住宅を建設するというこ

とは、今のところは考えてないところでござ

います。以上でございます。

議長（山根政彦）

梶原明議員。

議員（梶原明）

公営住宅法並びにその他の建物に対する要



綱をしっかりと説明していただきありがとう

ございました。実際、老朽化っていうのは私

も考えております。どのようにこれから町営

住宅が変わっていくのかっていうところもご

ざいますし、あと、先ほど民間主導でという

ことが実際できれば一番ありがたいのではあ

りますが、ニーズを見極めるということで提

案をいただいたとこはありがたいと思ってお

りますし、また、新町造成地もあれも候補地

として上げさせていただいたところもありま

す。

今すぐここがいいっていうところの、私も

実際は思っておりませんけども、まず、計画

を立てるに当たってというところで、考えを

検討いただくに当たってというところで、新

町というところを出しておりますことはご容

赦ください。

令和５年１２月５日の常任委員会におきま

して、新若葉団地の使い勝手についての意見

が出ました。それに併せて条例変更してはと

いう意見なども出てまいりました。若者のた

めに１０世帯分でも使い勝手のよい単身アパ

ートが必要だと考えております。これからの

常任委員会でも赤松団地にありますお試し住

宅の活用などと併せて、取り上げていければ

と考えております。

次の質問へまいります。３、グリーンスロ

ーモビリティの実証実験運行についてでござ

います。（１）です。１１月３日から、グリー

ンスローモビリティ、以下グリスロの実証実

験運行が行われました。実験運行の目的の中

には、交通に関する多様なニーズへの対応が

求められているとありました。常任委員会で

今後の公共交通についての計画も示されてお

りますが、これからグリスロの活用を検討さ

れるのか改めてお尋ねいたします。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

グリーンスローモビリティの今後の活用に

ついてのご質問でございます。

１１月３日から１２月４日までの期間で、

２７日間の実証実験運行を実施いたしました

ところ、延べ３６５名の方にご利用いただき、

多い日には４７名のご利用があったようでご

ざいます。また、利用者の皆様には、アンケ

ート調査に協力をいただいておりまして、現

在その結果を集計、検証いたしております。

一部の意見をご紹介いたしますと、「快適で

とても楽しい」「普段の移動、観光等の役に立

つ」「子どもも大喜び」等好評の声をいただい

ております。

一方で、「たくみの館や中之島公園、若桜神

社、鬼ヶ城にも行けるほうがよい」とか、「寒

さ対策が必要」とか、「マップや車両の案内が

あったほうがよい」等、検討・改善も要する

ご意見も併せて頂戴しております。

グリーンスローモビリティの本格運行に当

りましては、検討すべき課題として幾つか考

えられます。例えば「高齢者の生活交通や観

光客の二次交通という目的に対する有効性」

がどうなのか、あと、「サービス内容」、「運行

体制」、「運転者の確保」、「採算性」、「必要と

なるインフラの確保・整備」、「運行時の安全

対策」等々の検討が必要となってまいります。

今回の実証実験運行を踏まえまして、今申

し上げた検討課題の検証を、年内をめどに担

当課のほうで行うこととしております。その

結果を議員の皆様、そして検討委員会の皆様

へご報告させていただきまして、今後の検

討・協議を進めていきたいと考えております。

なお、来年度本格運行するかしないかの２

択ではなくて、ルート設定や台数、運行形態、

季節等、今回とは異なる条件下で再度実証実

験運行を行うということも選択肢として、町

議会の皆様や検討委員会にはご相談させてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願い

したいと思います。以上です。



議長（山根政彦）

梶原明議員。

議員（梶原明）

新しい事業におきまして検討・課題という

のは付き物でございまして、こたびは１１月

というどちらかというと寒いほうの時期でご

ざいましたし、これがその時期にありました

ら扉もないわけですから、寒いって言われる

のは当たり前のように思いますし、逆に言い

ましたら、これ、もし夏にしましたら暑いと

絶対言われると思うところもございます。

そういった検証を年内になされるというこ

とでありますし、使い方によってはもう本当

にいいものになるのかと思うとこもございま

す。令和６年におきましては、本格運行はな

く、また試験運用をされるかもしれないとい

うところで、新たな検討が出てくるのかなと

思っております。

今回のグリスロの実証試験運行では、町民

がドライバーとして雇用されて運行されてい

る姿を見させていただきました。乗車して利

用されている方も、町内の方が運転されてい

るかどうかっていうところは分からないんで

すけども、楽しそうにいろいろ会話をされな

がら乗車されているという姿、特にお子様が

乗られとるときなんか、もうほんとにキャキ

ャ言っとるところを目の前にさしていだたい

て、何か微笑ましいなっていうような思いが

しておりました。

そういうところもございまして、これから

町民の方々、今後の公共交通について町民が

ドライバーなどとして参画することをどのよ

うに考えておられるのかお伺いします。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

今回のその実証実験１か月やったわけです

けれども、印象としましては、先ほど３６５

名の利用ということで申し上げたんですけど

も、ちょっと少なかったかなというのが正直

な感想でありまして、観光で使われる方はか

なり土日を中心に多かったように思うんです

けれども、地元の方があんまり使われてない

というのがありまして、それはやっぱり１つ

にはそういうグリーンスローモビリティが走

っている状況は目にされていても、これはど

こに向かっていっているのかとか、あるいは

ただで乗れるものなのかと、それはこちらと

しては周知はしたつもりではいたんですけれ

ど、十分浸透するまでには至ってなくて、地

元の人の乗車体験までには十分結びつかなか

ったのかなというふうな印象を持っておりま

す。

その辺りをどうクリアしていくか、ある程

度年数が、繰り返せば浸透していくものかし

れませんし、その辺りが１つ本格運行するに

当たっての検討・課題かなというふうに思っ

ておりますし、ほかは。

議員（梶原明）

町民の参画っていう。

町長（上川元張）

そうですね、それと１つ、やはり非常に印

象がよかった方々の感想を出すと、観光案内

を運転手の方がしていただいたことで、とて

も楽しく乗れたということがございましたの

で、やはり地元の方に運転手になっていただ

いて、地元をしっかり観光をＰＲしていただ

くとか、細かいことでも話ながら、会話しな

がら乗っていただくということが、１つ重要

な要素であるなということを確認いたしまし

たので、本格運行をするということになった

場合は、そういう地元の方の運転手としての

採用ということも十分考えていきたいと思い

ます。以上です。



議長（山根政彦）

梶原明議員。

議員（梶原明）

観光案内とかいろいろ町民の登用といった

ところですか、そういうのも検討される。実

際、町民だからできる、町民のドライバーだ

からできるっていうところもあると思います

し、そういうところのメリットを見出してい

ただき、町民の協力を得ていくっていうとこ

は、理解を得やすいっていうところもあるの

かなと私的には思っております。

これからの公共交通に対して、本当にいろ

んな見直しなどがあると思います。町民のこ

ういう参画などを含めながら、常任委員会で

注視していきたいと思っております。これで

私の質問を終わります。

議長（山根政彦）

続いて一般質問を許します。８番、中尾理

明議員。

議員（中尾理明）

おはようございます。日本共産党の中尾理

明です。傍聴者の皆さん、早朝よりお出かけ

いただきまして本当にありがとうございます。

先月１１月３日、文化の日に、若桜学園で

は新型コロナウイルス５類移行後、はじめて

の学習発表会が行われました。私は午前の部

だけの参加でしたが、子どもの家族や地域の

方々がたくさん集まられ、熱気に包まれてい

ました。

午前の部最後は７年生の発表でした。昨年、

彼らが６年生のときに「子どもシンポジウム」

で若桜町をイメージアップする試みとして、

「中之島公園の階段アート」の図案を作成し、

発表したこと、上川町長がシンポジウム終わ

りの挨拶に、この学年のアートについてのコ

メントがあったのを思い出します。

そして、今年そのとおりに７年生が一致団

結し、昨年のイメージ図作成から、今年実際

に現地公園の階段を彩り、描くまでのストー

リーを語りました。階段にはすばらしい色彩

で、ＳＬを真ん中に自然に恵まれた若桜、観

光でにぎわう若桜がいつまでも後世に受け継

がれてほしいとの願いが表現されているよう

に見えます。

生徒たちには夢が実現したこと、そのため

に必死に頑張ったことへの自信と喜びが満ち

あふれていました。会場の参加者からも大き

な賞賛の拍手が送られました。

１から２年生のお店屋さんのインタビュー

劇、３から４年生の朝ドラ「らんまん」のテ

ーマ曲、愛の花などの合奏、５年生のマット

運動、６年生の修学旅行の演劇、皆すばらし

い発表でした。

しかし、午後の部に参加できず、８から９

年生には申し訳ありませんでした。また、全

校合唱が聴けなかったのはとても残念でした。

若桜学園は、１年生から９年生まで少人数だ

からこそ、一人ひとりの子どもたちが伸び伸

びと学び、成長できる、その学園生活の営み

がこの発表会に表れているなと感動するひと

ときでした。

それではこれより通告に従い、順次質問さ

せていただきます。最初の質問は、国保事業

に関する事業についてであります。

その１つ、国保県統一化についての令和５

年度の鳥取県の国保運営方針を伺うとともに、

改めて県統一化について、町はどのように考

えているのか伺います。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

中尾理明議員の一般質問にお答えをいたし

ます。冒頭１１月３日の学習発表会のお話が

ございました。私はちょうどその日が東京の



出張がございまして見られなかったんですけ

れども、７年生が階段アートの取組について

の発表をされたということでございます。

やっぱりこれはおっしゃるように、今年の

１月に子どもシンポジウムで当時６年生だっ

た彼女たち、彼らが提案をしていただいたも

の、これ面白いなと思いまして予算のほうに

計上させていただきまして、それを自分たち

が７年生になって、自分たちの手でしっかり

中之島公園に、提案どおりに製作していただ

いたということでございます。

これは日本海新聞のほうでも製作過程から

完成も取り上げていただきましたし、子ども

たちも自分たちでそういう若桜町のＰＲがで

きるものを作ったということで、やっぱり地

域社会としっかり関わっていただいたという

ことで、１つの成果として自信にもなったん

ではないかなというふうに思います。

今後も、こうしたふるさと教育をしっかり

学園や教育委員会とも連携しながら進めてい

きたいと思っております。はい。

質問のほうが、国保県統一化について、今

年度の鳥取県の国保運営方針と県統一化につ

いて、町の考えを伺うというご質問でござい

ます。

はじめに、国保県統一化についての令和５

年度の鳥取県の運営方針についてでございま

すが、鳥取県におきましては、令和３年４月

からの３年間、第２期鳥取県国民健康保険運

営方針が策定されておりまして、この方針の

中で保険料水準の平準化の取組をさらに進め、

保険料水準の統一を目指すというふうに明記

をされております。

この第２期の運営方針が今年度最終年度と

なっており、現在第３期の運営方針について

担当課長会議等で協議が行われているところ

でございます。

また、保険料水準の統一化について町の考

えを伺うとのことですが、国民健康保険は本

町のような被保険者の数の小規模な保険者に

おきまして、高額な医療費が発生した場合に

保険料が変動し、財政運営が不安定になると

いった課題が生じますが、県単位で医療費を

保険料に反映させることにより、医療費水準

の変動をより平準化し、保険料の変動を抑制

することになり、国保財政が安定化するとい

うメリットがあります。

また、現在の国民健康保険は県内の保険給

付を管内の全市町村、全被保険者で支え合う

仕組みとなっておりますので、県内どこに住

んでいても、同じ保険給付を同じ保険料負担

で受けられるということが望ましいというふ

うに考えております。

保険料水準の統一化に向けては、保険料率

の問題だけではなくて、各市町村が独自に実

施している保険事業の調整や県への納付金料

率の協議など、クリアすべき多くの課題がご

ざいますけれども、今後も県内の市町村と足

並みをそろえて完全統一に向けた協議を進め

ていきたいというふうに考えております。以

上です。

議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

町長の答弁おおむね理解したつもりですけ

ども、国保の運営方針ですね、令和５年度本

年までの計画とその後の６年の計画が国の指

示によってやられているというふうに理解し

ております。

それで、保険料の平準化等ですね、そうい

うこととともに、国保への一般会計からの繰

入れについての抑制ですか、ゼロを目的にす

るというふうな内容になっているように思っ

ておるんですけども、その中身としてはいろ

いろと国の考え方、自治体の考え方は多少ず

れているようには思いますけれども、そうい

うことを国のほうは言って、それに従った県

の運営方針が定められてきておるというふう



に思っています。

それで、平準化して、どこでも同じ保険料

ということなんですけども、私は常日頃から

都市部の保険料は、県内的に比較的高いとい

うふうに認識しております。しかも都市部は

被保険者も多いわけですから、どうしても保

険料が被保険者の多い都市部の保険料のほう

に影響受けて、若桜は比較的低いほうにある

と思うんですけども、引き上がっていくんじ

ゃないかなということを思っておるんですけ

ども、その辺の保険料についての考え方、お

聞きできたらと思います。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

細かいデータはちょっと今、持ち合わせて

おりませんけれども、保険料の統一によって

負担がどうなるのかというご質問だと思うん

ですけれども、若桜町の場合は、統一によっ

て少し安くなるというふうには聞いておりま

すけれども、ただ、単純にその保険料が、水

準がどうということだけではなくて、やはり

先ほど申し上げましたように、介護予防のい

ろんなその取組が非常に関係していくという

話でございますので、料率が高い、低い、統

一によって高くなるか、低くなるかだけでは

なくて、その背景として、例えば介護予防教

室とか、そういったものをしっかりやってい

るところは、その分、医療費が安くなってい

るというようなそういった背景もございます

ので、全体的に考える必要があるかなという

ふうに考えております。

議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

県の統一化の方向というのは逆戻りできん

というふうには思っていますので、町民課の

課長ほか、町長も一体となって若桜の立場で

よりよい統一化の内容が進められるように強

く望んで、２つ目の質問に移らせてもらいま

す。

令和４年３月定例会で、国が未就学児の均

等割額を２分の１とする制度の施行に対応し、

町が残り２分の１を補助し、子どもの均等割

を無料化する提案を行いました。

令和４年度の未就学児を抱える世帯全部の

未就学児均等割額２分の１の合計金額を伺い

ます。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

昨年度令和４年度の未就学児を抱える世帯

全部の未就学児均等割２分の１の合計金額を

伺うという質問でございます。

金額についてお答えする前に、前提として、

まず、子どもに係る国民健康保険税の均等割

額の軽減措置の主旨でございますけれども、

子育て世帯の経済的負担軽減を図り、こど

も・子育て支援を拡充するため、「全世代対応

型の社会保障制度を構築するための健康保険

法等の一部を改正する法律」などの施行によ

りまして、令和４年度より導入された制度で

あります。

その内容は、未就学児の子どもがいる世帯

に対して、多子世帯や低所得世帯といった制

限をかけず、子どもに係る均等割保険料を、

公費により一律５割を軽減するというもので

ございます。なお、公費負担の内訳は国が２

分の１、県・町が４分の１ずつとなっており

ます。議員ご質問の、令和４年度の未就学児

均等割２分の１の軽減額合計につきましては

９世帯で１１万９,３７０円でございました。

以上です。



議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

９世帯で１１万９千円余りということでご

ざいました。金額的なものより、前回の令和

４年３月の議会での町長とのやり取りでは、

国のほうに均等割の残りの分は求めたいとい

う町長の答弁でございました。ですけども、

全国的に見れば、前回のやり取りとの続きに

なるかも分かりませんけども、均等割額を未

就学児ですね、未就学児に限らず１８歳未満

の子どもたちの均等割を全額補助したり、軽

減したりしているところはございます。

それで、前回お示ししたのは、兵庫県の加

西市ですけども、改めてちょっと、最後に付

け加えたような形で申し上げたんで、中身を

紹介しますと、担当の国保の医療課職員は、

国保には扶養の概念がなく、子どもの人数が

多い世帯ほど国保税が高くなる。被用者保険

と比較しても、子育て世帯に対する負担が重

くなっていると指摘し、実際に踏み切った理

由を全国市長会も子どもの均等割軽減措置導

入を国に要望しており、市が独自に制度上の

負担の格差を是正し、国保に加入する子育て

世帯を支援する観点から決めたということで

あります。

均等割は扶養概念がないということで、こ

れ全国の知事会や市長会でもそういう認識で

国への要望をしているというふうに認識して

おります。同様の、これは全額ではございま

せんけども、仙台市の例では１８歳未満の子

どもの均等割を所得制限なしで３割減額して

おるということであります。

そういうことで改めて全国との、すいませ

ん、私が言うのはおこがましいかも分かりま

せんけども、先進例に倣って１１万９千円余

りの費用を町のほうで持って無料にどうかし

てもらうように、３つ目の質問とダブるんで

すけども、お伺いしたいと思います。

議長（山根政彦）

中尾議員、これは３番目の。

議員（中尾理明）

２、３ということでいいです。はい。

町長（上川元張）

重ねてのご質問です。改めて未就学児の均

等割２分の１の補助をしてはというご質問で

ございます。これは令和４年の３月定例会の

一般質問におきましても答弁させていただい

ているところでございますけれども、議員は

補助というふうにおっしゃいましたけれども、

これは税の減免という問題でございます。

本町の行なっております国民健康保険税の

減免は、災害に係るもの、収入減少に係るも

のなど、国の通知に基づいた減免のみでござ

いまして、町独自のものというものは行って

おりません。

税の減免というのは、個別の家庭の事情な

りそういったことに応じて行うものでござい

まして、被保険者の特定の層一律に適用する

ということになりますと、減免制度の主旨を

損なってしまうという形骸がございます。で

すから、これはあくまで国の制度として改正

をしていただきたいと。

議員がおっしゃるように子どもの数が、子

どもは所得がございませんので、子どもの数

が多いほど負担が上がるという子育て支援の

面からも非常に矛盾するといいますか、そう

いった面もございますので、町のほうも県の

町村会と一体になって県のほうに要望してお

りますし、県からも国のほうに６団体で要望

しております。

対象年齢も未就学児に限らず、１８才まで

延ばしてほしいということと、減免の額も全

額減免をしていただくようにということで国

のほうに要望しておりますので、国のほうの

対応を待ちたいというふうに考えております。



以上です。

議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

先ほど町長がおっしゃった、補助でなくて

減免だという話だと思うんですけど、国保の

保険法の７７条に沿って若桜町も減免の要綱

が平成１６年ですか、作られて、それに基づ

いて減免の際には適用されているというふう

に思っております。

そういうことで若桜町も全国と同じように

取り組んでおるわけですけども、その中身と

して１項目に町の減免要綱ですけども、第２

条の５に「その他、特別な事情より町長が必

要と認めるとき」という文言があります。そ

ういう規定に従った扱いで、全国のどこでや

っとるのかというところは確かめる暇があり

ませんでしたけども、そういうことで、この

減免の条項を使った措置として、子どもの均

等割も適用されて無料化されているという事

例があることを紹介しておきます。

今後、国への働きかけの努力もしていただ

きたいと思いますし、全国的な事例がさらに

積み上がる中で、町としての新たな取組もさ

れるんじゃあないかというふうに思いながら

以上で大きな１番目の質問を。失礼しました。

質問の最後がありました。ごめんなさい。

国は来年度秋以降、現行の紙保険証を廃止

し、マイナ保険証による受診に移行すること

に固執していますが、厚労省調査によると

先々月１０月のマイナ受診率は 4.49％であ

ったことが分りました。ピークだった４月の

6.3％から減少が続いています。

暗証番号の失念とか、紛失後再発行される

までの期間が係る問題など、使いにくさが故

にマイナ保険証利用に不安が広がっています。

国はマイナ保険証への一本化を中止し、マイ

ナ保険証とともに、引き続き現行の紙製のも

のが使えるようにすべきではないかと考えま

すが町長の所見を伺います。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

マイナ保険証への１本化を中止し、マイナ

保険証とともに、引き続き現行の紙製のもの

が使えるようにすべきではないかというご質

問でございます。

中尾議員のご指摘のとおり、マイナ保険証

による受診率は令和５年４月の 6.3％から令

和５年の１０月には 4.49％と減少しており

ます。これは、議員ご指摘の暗証番号の失念

や紛失後の再発行に期間を要するといったマ

イナ保険証の利用上の課題と、マイナ保険証

に別人情報が紐づけされるなどの問題が発生

したことによる信頼性が揺らいだということ

に起因するものと考えており、これらの課題

につきましては、国において一つ一つクリア

されていくものというふうに考えております。

マイナ保険証は患者の健康、医療に関する

多くのデータが医師などにより提供され、よ

り多くの正確な情報に基づいて、適切でより

質の高い医療を低い窓口負担で受けることが

可能であること、そして紙製の保険証の発行

コストの削減といったメリットもございます。

加えて、紙製の保険証の不正利用や医療機

関等での転記ミスによる誤った請求等も防止

することが可能となるといったことから、今

後、本町におきましても、法令に従い、被保

険者の円滑な保険診療を可能にするよう準備

を進めてまいりたいと考えております。以上

です。

議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）



国の方針についてのメリットといいますか、

そういうものをおっしゃったと思うんですけ

ども、私自身の思いとは多少というか、かな

り距離があるなというふうに思ったとこです。

今朝の日本海新聞でも「医療現場が大混乱

の懸念」ということで、大見出しで取り上げ

ております。それで、昨日以来ＮＨＫのテレ

ビのニュースで言っておりますとおり、マイ

ナンバーカードの他人のナンバーに紐つけが

されていた件数が８,３５１件、それから健康

保険証と住民基本台帳の不一致が１３９万件

あるなど、健康保険証をめぐるマイナの国の

取組は非常に問題点が多いということを改め

て思います。

しばらくというか、一定期間紙の保険証も

使えるということを首相が言っとるんですけ

ども、そうであれば今これだけ問題が発生し

ておるのに、国としての柔軟な是正措置が取

れないかなというふうに率直に思うわけです。

ですので、改めて申し上げますけども、紙

製の保険証を同時に使えるようにしてほしい

という思いは、私だけではないというふうに

思います。それで、２、３メリットを言われ

たんですけども、私もマイナンバーカードを

取得してない１人なんですけども、そういう

人たちは、今後は資格確認証というものが発

行されるようになります。また、どういうこ

とでマイナンバー保険証を持っておられる方

に、どういうことが町のほうから通達される

か分かりませんけども、そういう持っておら

れる方にも年度当初ですか、何らかの通知が

あるとか、それで、先ほど申し上げましたよ

うに、紛失したら情報漏洩など、非常に危険

なために、この取得をためらう人や取得をし

たけども、そういう危険性を感じて使うのを

やめたというような人も多々あるわけでして、

そういう便利さと言われますけども、逆に担

当の町民課はじめ、そういう毎年度それから

途中での再発行など、事務的な作業の大変さ

は図り知れないというふうに思いますので、

改めて町長にお伺いしたいと思うんですけど

も、やはりまだ１年後のことで、首相は改め

て一本化を言いましたけども、遅くない地方

の声を届けてもらいたいと思うんですが、町

長の所見を伺います。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

昨日、岸田首相のほうから総点検の結果を

踏まえて、予定どおり今の紙の健康保険証の

発行を来年秋に終了するということではっき

り表明をされましたので、法定受託事務を司

る我々といたしましては、国の方針に従って

準備を進めていくということになるのではな

いかというふうに思います。

いろいろと課題はあるようにおっしゃいま

したけれども、例えば暗証番号を忘れてしま

うとか、紛失で再発効に時間がかかるだとか、

そういった使いにくさがあるのであれば、そ

のシステムそのものをしっかり改良するとか、

運用を変えていくという方向でやっていけば

いい話かなと思うんですけど、だから、元ど

おりの紙を残すというのは少しベクトルが違

うんではないかなと思っております。

現に、暗証番号の設定を必要としないアイ

ナンバーカードを１２月１５日、明後日から

申請受付開始されるということでございます

し、そういったいろんなシステムの改良とか、

運用ですね、それで解決できる部分もあるの

ではないかなと。

それからナンバーカードを持たない人に対

しては、本人の申請を待たずに紙の資格確認

証、これを交付するということでございます

し、また、来年の秋以降も発行済みの保険証

については最長１年まで使えるという猶予期

間がありますので、その間にいろんな不具合

等あれば改善されて行くのではないかなとい

うふうに考えております。以上です。



議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

ちょっと残念な答弁でしたけども、気持ち

を、私の質問の主旨を生かしていただいたと

思いますので、町民の立場でこの件に関する

取組をしていただきたいということを申し上

げまして２番目の質問に入らせてもらいます。

町内のラジオ放送聴取困難についてです。

昨年の議員座談会で、町民からＡＭ、ＦＭと

もラジオ音声が聴取困難で、防災面でも問題

なので難聴解消を求めるとの意見が出されて

いたと昨年の座談会のまとめに記述されてい

ます。主として、ＮＨＫ放送への意見である

と思いますが、現在、町内ではＮＨＫ第２放

送と民放の聴取は困難です。また、ＮＨＫ第

１放送及びＮＨＫのＦＭ放送両方ともが聴取

困難な地域があります。

放送業界では２０２８年を目指し、主とし

て民放がＡＭからＦＭの一元化を目指して準

備を進めていると伝えられています。ＮＨＫ

もその動向を視野に入れ、ＦＭ一元化に動く

のではないかと推測できます。

災害時の大きな通信手段の１つがラジオ放

送です。若桜町内のラジオ難聴解消について

町長の所見を伺います。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

昨年の議員座談会でのご意見等を踏まえま

して、若桜町のラジオ難聴地域解消について

伺うというご質問でございます。

これまでの経緯をご説明いたしますと、Ｎ

ＨＫラジオ第１放送につきましては、平成１

５年に浅井の桜づつみ公園に鉄塔を設置をし

まして、受信できる環境を整備しました。ラ

ジオ第２放送につきましては、平成２８年２

月にＮＨＫ鳥取放送局長に聴取可能な環境整

備について要望をしておりまして、その解答

を同年４月にいただきましたけれども、そこ

では、町内各所で受信状況の調査を行った結

果、一部の集落では少量の雑音が入る、この

一部の集落といいますのは𣇃米谷や須澄以奥

の池田地区でございますけれども、少量の雑

音は入るけれども、ラジオの内容が判別でき

ないほどの雑音ではなく、若桜町内のどの集

落でも受信が可能ということでございました。

また、夜間においては大阪、東京の大電力

ラジオ局からの受信が可能であるとのいうこ

とでございました。

その後、７年以上経過しておりますけれど

も、ＮＨＫに確認したところ、電波の受信状

況に影響を及ぼすような環境変化はないとい

うことでございます。また、その際の回答に

もありましたけれども、ＮＨＫではラジオの

受信に関する相談を受けた場合は、個別に技

術的なアドバイスや訪問調査も行われており

ます。

具体的には、受信機の方向調整や設置場所

のアドバイス、ラジオへの電気雑音の調査、

パソコンやスマートフォン端末向けのＮＨＫ

ネットラジオ「らじる☆らじる」の利用方法

のアドバイス等が行われておりまして、ラジ

オの受信状況に関する相談がある場合は、Ｎ

ＨＫ受信相談窓口へご相談いただければとい

うふうに思います。

昨年の議員座談会での要望意見の詳細は分

かりませんが、ＮＨＫの受信相談で解決でき

るものもあるかと思いますので、どうぞご案

内をいただければとうふうに思います。

議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

過去に小林町長時代ですかね、何回かＮＨ



Ｋ中心にした質問をいたしました。その都度、

町長のほうからは、先ほど上川町長がおっし

ゃった回答を聞いておるとは思うんですけど

も、改めて思うのに、若桜の状況を本当に知

っとんさるのかなというふうな不信感を持ち

ます。調査したっていうんですけど、どうい

うふうに調査しんさったんか。私が小林町長

時代に質問したときと変わってないですね。

先ほど申されましたように、𣇃米谷、須澄

以奥やっぱり聞きにくいですわ。ＡＭはそう

いうふうに思いますし、ＦＭも聞こえにくい

ですね、一般にＦＭのほうは山影に入ると電

波が回り込みにくいので聞こえないというこ

とが一般に言われておりますし、ＮＨＫ、そ

ういうふうなスタンスにおられるというよう

なことは改めて愕然とします。

何かそのときには第２放送についてはＳＮ

Ｓでも流しておるんで、そういうところで受

信してもらえたらなというようなことでちょ

っと何か言われたようなことを思い出します。

やっぱり災害時の電源消失時にこのラジオ

放送手段はまた欠かせない、若桜もＩＰ告知

や関連したＳＮＳなど、電源が消失したら聴

取不可能ですね。そういうときにラジオ放送

の有効性が発揮されるということでいうと、

改めて認識を深めていただきたいというふう

に思いますし、多少の雑音がというふうなこ

とで、果たして済ましていいもんかいなとい

うふうに思ったりしますので改めて町長のご

所見を伺います。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

ＮＨＫさんのほうに確認いたしましたけれ

ども、今は個別の受信相談窓口のほうにつな

いでいただきたいというスタンスのようでご

ざいまして、再調査をするお考えはないよう

でございますけれども、そういう聞こえにく

いということが本当に町内であちこちあると

いうことであれば、また、町のほうも再度要

望するなりは考えてみたいと思いますけれど

も、スマホを持たれない方もいらっしゃるか

とは思うんですけれども、今「らじる☆らじ

る」とか、ああいったアプリで非常に第２放

送も鮮明に聞こえるというようなこともござ

いますし、災害のときには電源を確保してそ

ういった避難所なんかではですね、「らじる☆

らじる」で情報を取るというようなことも可

能かと思いますので、そういう新しい情報収

集の手段もできているということも踏まえな

がら、今後の在り方を検討していきたいとい

うふうに思います。

議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

全町的な課題でありますので、この取組も

強めていただくよう要望して、最後の質問に

入らせてもらいます。

伝建地区保存活用についてです。その１、

９月定例会でこの件について、令和４年度決

算認定に当たって、議会が口頭により執行部

に伝えた意見として、「この事業は町の観光に

波及させる事業本来の目的に沿って取組が必

要である」とまとめたところですが、町の取

組は十分説明されていないと考えます。取組

の現状を伺います。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

伝統的建造物群地区選定に係る事業につい

て、町の取組が十分説明されていないのでは

ないかと、取組の状況を伺うというご質問で

ございます。

若桜宿の町並みが、国の重要伝統的建造物



群保存地区に選定されてから２年４か月が経

過したところでございます。この間、コロナ

禍で観光客の多少の落ち込みはありましたけ

れども、昨年からは回復傾向にあり、今年は

５類への移行、その後宿内のテレビ取材など

の影響もありまして、最近では休日だけでな

くて、平日でも駅前をはじめ、宿内の町歩き

をしたり、町並みの建物の写真撮影を楽しむ

観光客も増えているように感じております。

さて、ご質問の重伝建地区の保存活用に向

けた町の取組についてでございますが、基本

的な考え方として重伝建としての価値が損な

われないように留意をしながら、観光資源と

しての活用を進めていきたいと考えておりま

す。特に、重伝建地区と国指定史跡の城跡が

セットであるのは県内でも若桜町のみであり

ますし、さらに国の登録有形文化財の若桜鉄

道とセットで売り出せば、ほかの地域にはな

い魅力的な観光資源として活用できると考え

ております。

一方、重伝建地区内に住む住民の皆様の意

向を無視して、行政主導で観光振興を進めて

いくべきではないと考えております。宿内は

重伝建地区である前に住民の生活の場であり、

これから若桜を担っていく若い人々がずっと

住み続けていくことができる町にしていかな

ければならないと考えております。過度な観

光地化によるオーバーツーリズムの問題とい

うのは近年大きな課題となっておりまして、

保存と活用のバランスを取るためにも、地域

の方と一緒になって検討していくことが不可

欠と考えております。

全国には重伝建地区が１２６か所ございま

すけれども、観光振興に結びつけている地区

の多くは、住民組織が中心となってまちづく

りを行っています。例えば白川郷で有名な白

川村荻町地区や小浜市小浜西組もそうですし、

また、本町と交流を行っております福井県の

若狭町の熊川宿では、若狭熊川宿まちづくり

特別委員会という団体がありまして、住民が

主体となって町並み保存に取り組んでおられ、

保存地区の活性化、広報誌の発行、空き家対

策など様々なイベントや課題解決、今後のま

ちづくりの目標であるマスタープランの作成

など、住民自ら取り組んでおられます。

ただ、これらの先進地域も重伝建地区に選

定されて一朝一夕に観光地として成功したわ

けではありません。昨年、本町の重伝建選定

１周年記念シンポジウムでお呼びをした小浜

西組町並み保存会の中島会長は、選定された

後２０年たって、やっと軌道に乗ってきたと

いうふうにおっしゃっておられました。重伝

建地区の保存と活用は２０年、３０年の長期

的な視点で取り組んでいく必要がある事業で

あると考えております。

本町におきましても、行政主導ではなく住

民の皆さんの自発的な意思を尊重することが

重要と考え、まず、住民組織を立ち上げてい

ただくための支援をしたいと考え、今年度そ

の費用を予算化しております。

先日、鉄道をはじめ、若桜町の文化財まち

づくりに多大な貢献をいただいております、

日本鉄道保存協会事務局長の米山淳一先生が

ご来町されましたけれども、それに併せて、

宿内で各種まちづくりのプロジェクトに携わ

っておられる住民の皆様との意見交換を行っ

ていただきました。

意見交換では、米山先生から全国の重伝建

地区の活用事例や、そこに関わる住民の方の

事例などもご紹介をいただき、その中から若

桜でもできることからまず始めていこうとい

うことで、メンバーの皆様の共通認識が得ら

れたということでございます。

今後は、ご参加いただいたメンバーを中心

に住民組織を立ち上げていただいて、目指す

方向性や取組の内容について合意形成を図り

ながら、検討を進めていきたいと考えており

ますし、町としてもしっかりサポートしてい

きたいと考えております。以上です。



議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

町長のおっしゃられること、おおむね理解

した上で、こないだの米山先生を迎えての講

演会、私も参加させていただきましたけども、

私が聞き間違いかも分かりませんけど、そう

いうところに参加された方の中で、住民組織

をつくってというふうなことを言われたんじ

ゃないかなというふうに。違うんですか。じ

ゃあ、それは、はい、問いません。

それでこれまで、以前は教育委員会、そし

て今、経済産業課が所管になっておりますけ

ども、その場で言われている住民組織の組織

化について、宿内の自治会中心に組織化をす

るようなお話を聞いとるんですけども、現状

どういうふうになってるんでしょうか。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

経済産業課長のほうからお答えいたします。

経済産業課長（中島毅彦）

失礼します。経済産業課長中島です。先ほ

ど、自治会長中心にとおっしゃられましたけ

ども、自治会長中心ではなくて、まちづくり

のプロジェクトに関わっておられる方々にお

声かけをし、米山先生と意見交換の場を持た

せていただいているところでございます。そ

れで、実際には商工会の事業、プロジェクト

事業といいますか、盆とかに灯籠とかを設置

されるようなそういった活動されてるような

グループであるとか、あと、町歩き等の町並

みの保存等に関わっておられる方々との意見

交換の場を持たせていただきました。

ただ、意見交換を持たせていただいた中で、

今後継続的にできるような組織づくりという

ことで考えていかないといけないというよう

な言葉もいただいておりますので、どのよう

な方々に声をかけながら住民組織をつくって

いくのかというのは、今後検討していくよう

な状況となっております。以上でございます。

議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

すみません。私の認識不足で申し訳ありま

せんでした。でも、今、課長がおっしゃられ

たような住民組織への取組については、町民

に知らされてるかどうかという点では非常に

心もとない状況だというふうに思いますので、

ぜひそういう取組をやってるんだということ

を発信していただきたいと思います。

次に、町並みの特徴の１つ、カリヤ通りに

ついて、その姿が見事に残っている中尾邸な

ど、僅かに残るカリヤのある家屋で特定物件

として認定されている家について、どのよう

に保存・活用しようと考えられているのか伺

います。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

町並みの特徴の１つであるカリヤ通りにつ

いて、特定物件として認定される家屋につい

てどのように保存・活用しようと考えている

のかというご質問でございます。

現在、若桜の伝統的建造物群保存地区内で

吹き抜けの状態を維持しているカリヤのある

特定物件は１５件ございます。カリヤは母屋

正面の１階部分のひさしを長く伸ばし、風雨

や雪を避けるための交通帯として、若桜の町

並みの特徴の１つであり、以前から文化・観

光資源として紹介されてきているところです。

さて、カリヤのある家屋の保存活用につい



てですが、重伝建地区内における建物の維持

管理は、所有者が行うのが原則でございます。

ただ、カリヤの建物に限らず、空き家となっ

ている物件や所有者が町外在住で、適正な管

理が困難な物件が増えており、今後町並み保

存の観点では、大きな支障が生じる可能性が

あるものと考えております。

ほかの地域で、重伝建地区に選定されて建

物保存と活用を一体的に行っている例を見て

みますと、倉吉市の打吹玉川地区では、伝建

地区内に建物を所有する市外在住の所有者が、

国の補助金を利用して建物を修理・修景し、

倉吉で住みたい、もしくは店舗を開きたいと

いう希望者に対して建物を賃貸する仕組みが

つくられております。

所有者は建物管理を借主に委託をするとと

もに、賃借料を得ることができ、借主は希望

するところで店舗経営もしくは居住して、伝

建地区内の住民が増えるとともに、経済活動

が活性化されるということから、両者にとっ

てメリットのある方法の１つと考えられます。

本町としましても、倉吉の例などを参考に、

今後、補助金活用の情報などを提供しながら、

貴重な建物の保存と活用方法を模索していき

たいと考えております。以上です。

議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

町長のおっしゃられたことに一つ一つ再度

質問するということは適切じゃないとは思う

んですけども、私の意見を申し上げて町長の

ご所見を再度お聞きします。

私が経済産業課や町長のところで、一々こ

のカリヤと言いながら特定物件の建物の保存

活用について十分聞いてなかったちゅうこと

も含めて、自分の思い込みかも分かりません

けども、特定物件の所有者任せになってるん

じゃないだろうかと、保存活用発案されるま

で。

倉吉の例でいうと所有者の熱意によって活

用する主体に任せられて、委託、所有者に代

わって運営するという形で、今、倉吉では白

壁土蔵群ですか、そういうまちづくりが進ん

でいるわけですけども、そういういい形で進

めばいいんですけども、ちょっと所有者任せ

になっているっていうか、逆に町のほうは所

有者にアプローチするのに不十分じゃないか

なと思ったりします。私の思いに対して、町

長いかがでしょうか。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

この基本は、維持なり管理は所有者がやる

というのが原則でございます。それで、所有

者任せになってるって今おっしゃいましたけ

ども、そういった具体的なことがあれば言っ

ていただければと思います。以上です。

議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

私が個人的にそういう所有者との関わりを

持って発言しておるわけではないんで、その

ことはご理解ください。

最後、蔵通りで土蔵の壁などが崩れそうに

なっている家が見られます。また、景観を損

なう看板が掲げられた家がそのままになって

います。それらの修復、撤去については所有

者の同意が必要であることは理解しますが、

このまま放置されるなら、町歩きをする方々

の印象を悪くするだけでなく、落下物により、

近隣の住民や通行人に被害が及ぶ恐れがある

と思います。町長の所見を伺います。

議長（山根政彦）



答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

蔵通りで、土蔵の壁が崩れそうになってい

る家屋や、景観を損なう看板が掲げられた家

があると、様々に弊害があるということで所

見を伺うというお尋ねでございます。

先ほどの質問でも述べましたけれども、重

伝建地区内における建物の維持管理は、原則

は所有者が行うこととなりますし、そこに掲

示されているものの取扱いも、所有者の意向

による部分が大きいかというふうに判断する

ところでございます。

一方で、蔵通りは町道でもございますので、

落下物等により通行者に危険が及ぶ恐れがあ

る場合は、当然、対策を講じなければならな

いと考えております。

現在、土蔵等が落下する恐れのある建物の

所有者に対しましては、落下防止のための応

急処置につきまして協力を依頼するとともに、

補助金を使った修理が可能であることを既に

お伝えをしております。所有者からは、費用

面の問題はあるものの、可能な限り協力はさ

せていただきたいという回答をいただいてお

りますので、必要な情報を提供しながら取り

組んでまいりたいと考えているところでござ

います。

また、景観にそぐわない看板につきまして

は、これは個人の主義主張が書かれておりま

して、憲法でも思想信条の自由や表現の自由

は保障されているところでもありまして、行

政から踏み込んだ働きかけをするということ

は難しいものと考えておりますけれども、今

後、折を見て所有者と話し合う機会があれば、

そういったことも話し合うことができないか

どうか検討はしてみたいと思っております。

以上です。

議長（山根政彦）

中尾理明議員。

議員（中尾理明）

壁の崩れがあるお家については、町民から

苦情がありましたし、看板の件については長

年の課題であるというふうに思っております。

私が思うのに、当事者の方との話合いはで

きるというふうに思いますので、ぜひ進めて

いただきたいなというふうに思います。

以上で、質問を終わらせていただきます。

議長（山根政彦）

暫時休憩いたします。

   午前１０時５４分  休 憩

   午前１１時０５分  再 開

議長（山根政彦）

休憩前に引き続き、会議を再開します。

一般質問を許します。２番、森田二郎議員。

議員（森田二郎）

皆さん、こんにちは。２番、森田です。今

回は、政策評価についてと、ファミリーサポ

ートセンター事業の２点について質問をさせ

ていただきます。

それでは早速、最初の政策評価について質

問をさせていただきます。今年６月議会の政

策評価についての質問に対して、総合計画、

そして総合戦略についてＫＰＩ、中間評価を

実施後、評価結果を町民へ公表するという答

弁をいただきました。

そして、今回このように評価シートを総合

計画も総合戦略も出していただきました。そ

の中身を見ますと、総合計画と総合戦略は本

当にリンクしているものですから、今回のよ

うに重複してしまい、手間も時間もかかり、

担当者はかなり苦労されたのではないかと思

います。

それから、町民から選ばれた委員の方々も



評価しづらいものもあったのではないかと思

います。とはいえ、せっかく実施され、大切

なデータとなるものですので、今回の事業実

施に向けた方向性を示す、分かりやすい公表

が必要と考えます。町民の生活にどのように

関わり、町の変化や活性化がどのように進ん

だのか、課題は何かをしっかりと示してほし

いと思います。

今回の評価の成果や課題を含めて、評価の

公表方法や内容についての町長の所見を伺い

ます。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

政策評価に関しまして、今回の評価の成果

や課題も含めて、評価の公表方法や内容につ

いての所見を伺うということでございます。

はじめに、今年度実施した政策評価の内容

についてでございます。６月から７月にかけ

まして、「第１０次若桜町総合計画」及び「第

２期若桜町総合戦略」に関する取組・事業の

内部点検・検証を実施し、進捗状況や今後の

予定、課題の洗い出しとそれに対する解決方

針、事業の推進方針等を確認いたしました。

そして、その結果を取りまとめた評価シート

を、９月に若桜町総合計画審議会及び若桜町

まちづくり委員会、１０月に町議会議員の皆

さまにお示しをして、外部評価を実施してい

ただき、施策・事業に対するご意見、ご質問

をいただいた次第です。

その後、それらのご意見、ご質問を全庁へ

共有させていただき、改めて各所属で検討・

確認を行いまして、最終的な評価シートを１

１月に前述の外部組織の皆さまへお示しし、

ご了解いただいたところでございます。

評価の結果を見てみますと、「若桜鉄道イベ

ント列車運行収入」や、「農業関係事業者の新

規雇用者数」等、目的を達成した項目もある

一方で、「若桜学園児童・生徒数」につきまし

ては、出生減等によりまして、進捗が思わし

くない状況でございました。また、「観光入込

み客数」、「町内宿泊施設の延べ宿泊者数」に

つきましては、コロナ禍ということを差し引

くと健闘したとも言えますが、目標達成には

厳しい状況があると認識をいたしております。

若桜学園では、昨年度から給食費を無償化

とさせていただいたほか、教材費や英検受講

費、スキー場リフト代等の支援、ＩＴ教育の

推進、コミュニティ・スクールの導入等を実

施しておりますけれども、今後も子育て環境

の整備に関する施策を、重点的に取り組む必

要があるというふうに考えておりますし、ま

た、観光客、宿泊客の交流人口増加につきま

しては、観光協会等の関係団体との連携をよ

り密にした事業の推進や、重伝建地区を活用

した魅力あるまちづくり、コロナ禍明けを契

機としたインバウンド対策等について、これ

まで以上に積極的に施策を進める必要性を感

じておるところでございます。

また、この政策評価の結果につきましては、

年内に町のホームページで公表を予定してい

るほか、広報わかさ等、機会を見て町民の皆

様に分かりやすく公表していきたいと考えて

おります。以上です。

議長（山根政彦）

森田二郎議員。

議員（森田二郎）

総務省が出している文章の中で、政策評価

の目的が３つあるという具合に書いてありま

す。それは効果・効率的な質の高い行政の推

進、それから諸活動について、町民に説明責

任を果たすというところがありました。もち

ろん大きな目的は、成果を重視して地域や町

民の生活を変容させていく、この３つが大き

な目的だと言っておられます。

その中で、私はやはり町長が今、示された



ような結果が、町民にしっかりと理解してい

ただくことが大切だと考えています。それを

しようと思うと、なるべく分かりやすい簡易

な方法が必要になってくると考えています。

そういった例えば、数字がこうで観光客がこ

うなりました。ですから、これにこういう手

だてを打っていきますというような、分かり

やすい表記があれば、結局それはコミュニケ

ーションツールとなって、町長さん、そして

役場の職員さん、議会、町民が政策論議をし

やすくなります。

あまり複雑だと、それが何かまた数字か、

長い文章かってなってくると、なかなかそう

いう情報公開があっても見てもらえなかった

りとか、ツールとして役立たなかったりしま

す。ここが一番重要だと考えています。

加えて、副産物として、こうやって本当に

すばらしい評価、いろいろ頑張っていただき

ました。本当に企画課はじめ、担当課の皆さ

ん本当にお疲れさまでしたと言いたいんです

けども、これをすること、この評価のプロセ

ス自体が大切だと、要は評価の専門家は言っ

ています。

この評価のプロセスに職員を、全職員を巻

き込むことで、意識改革が進められていく。

多分、ここで、このシートを出されるまでに、

皆さんが大変話し合われたと思います。自分

が受け持つ事業の意義・価値、そして今どの

位置に、我々の事業はどの位置に立っている

のか、まちづくりの。その辺りがはっきりさ

せられてきて共通理解できる。

だからこそ次の一手が、共通理解の上で示

されていくということで、結果、人材育成に

つながっていく。こういう大きな副産物があ

るとも言われています。

ということで、これからホームページに載

せていただくということで、とても楽しみに

しています。それがやはり町民に対しても、

簡易に理解できるものであることを望んでお

ります。ちょっとそれは期待していきたいと

思っています。

それで、私も議員研修等で全国の議員さん

と情報交換をする中で、各地域で非常に評価

が高まって、増えています。一番進んでいる

のは藤枝市だと言われていますけども、近隣

でいきますと西宮市なんかは、先ほど町長さ

ん言われましたように、評価したのを本当に

年次でずっとホームページに載せておられま

す。平成２９年辺りから、この令和４年まで

数字が載っていて、比べることができます。

どうなっていったかという経緯が、非常に

一目で分かるようになってきます。そういっ

たこともこれから今、始まったばかりですの

で、たくさんはできないにしても、これから

重点としていく施策についてだけでも結構で

すから、そういう年次計画でずっと示してい

ただくのが大切になってくると思いますので、

方向性としてそういうものも入れていただけ

るとありがたいなと思います。

満足できる回答をいただきました。これＫ

ＰＩですので、中間評価ですよね、それで、

一般的にはＫＰＩとＫＧＩはパックになって

います。いわゆる総合戦略、総合計画が終わ

った時点でのＫＧＩ、つまり成果についての

評価は、多分、別になされなければならない

のだろうなとは思います。その辺のことも、

また、検討をお願いしたいと思います。

何にせよ、評価するには目的や目標が、本

当に皆さんが共通理解していただけとるとい

うことが大事になってきますので、その辺も

含めて２番目の質問に移らせていただきます。

政策評価をより具体的に進めて、効果的な

ものにするためには、到達したい目的が具体

的でなくてはならないと考えます。それぞれ

の主要事業が最終的に目指す姿、到達したい

町の姿や、町の変化を具体的に示していくべ

きだと思います。そうすると評価する側も、

その目標や目的を共有できますし、評価の視

点や観点もおのずと具体的になります。

目的と評価の視点、観点は、基準は一体の



ものということだと思いますけども、そうし

たことを考えるんです。また、評価は点数を

つけてレッテルを貼るだけのものではないん

です。今回のように、やはり次の一手を考え

出すものだと思います。

実施するためのものと、そういうものを手

だてを導き出して実施するためのものと認識

しています。これが概念的になったりとか、

すごい複雑過ぎると、先ほど言いましたよう

に、担当者が変わってしまうと評価が右往左

往します。差が生じることが考えられます。

そういう事例が上げられておりました。町

民にも分かりにくくなりますし、お手元に資

料として、大山町議会事務事業評価シートを

お手元に届けております。これは実際に大山

町に伺いまして、いろんなお話を伺ったとき

に大山町ではやりょうるということで、じゃ

あ、できれば資料をいただきたいと言って、

了解を得て、この一般質問のほうで使わせて

いただきますということで了解を得て、これ

出させていただいていますけども。

これを見ますとね、評価対象事業の概要が

掴めて、評価の項目や基準が分かりやすく示

されています。それで、今後、取り組むべき

点についても評価者が記入しやすくなってい

ます。

これはいわゆる町議会が行政、政策を評価

するという立場の常任委員会でやるもののシ

ートなんですけども、実はこの形は結構全国

に通用しています。それで、この形で、今４

ページになっていますけども、個人の評価シ

ートが２ページ、それで全体の評価シートは

２ページになっていますが、先進地に行きま

すと、評価シートは、例えばグループで評価

するから、そこに個人のものも含めて意見を

入れて、それを２ページぐらいに収めたシー

トが非常に多いです。

先ほど例を上げました西宮であるとか、あ

とは豊中辺りを、例えばホームページ開いて

いただくと出てくると思うんですが、分かり

やすく示してあって、それで、分かりやすい

といいましても、やっぱり予算を、例えばコ

ストがどうなのかとか、必要性はあるのかと

か、そういったことも事細かに示されていて、

そういう事業をしているのかということが、

町民や一般に分かります。

そして、これを書き示すためには、やはり

職員さんが、その事業を理解しなきゃいけな

いという側面がありますから、互いに共通理

解できる土台を示して、その上でいろんな、

例えば外部の方または内部で評価をしていき

ます。

ただ、多くの場合は、実はこのシートにつ

いては、非常にまだ硬い部分があったり、難

しい部分がありますので、全国に全部シート

広がっているわけではありません。そういう

ことも含めますけども、これから若桜町は、

こういう、いわゆる事務事業評価という形を

考えられんだろうかなと思いますので、町長

さんのお考えを伺いたいと思います。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

政策評価をより具体的に進め、効果的なも

のにするためには、それぞれの主要事業が最

終的に目指す姿、到達したい町の姿や変化を

具体的に示していくべきであると。その方法

の１つとして、事務事業評価が考えられるが、

今後の評価方法についての所見を伺うという

ご質問でございます。

主要事業が最終的に目指す姿、到達したい

町の姿や変化というものを具体的に示してい

くべきだというご指摘については、私も賛同

するものでございます。

現在の政策評価につきましては、個別の事

業について「評価シート」という形で、進捗

の状況や直面している課題、それからその解

決の方針、今後の推進方針、施策の効果等を



なるべく具体的にお示しするように心がけて

いるところでございます。

その上で今、取り組んでいる施策が、目的

の達成に効果があるのかどうなのか、どう改

善すればいいのかということを検証していく

作業、これは別途、担当所属において次年度

予算を検討する中でやっておりますし、その

際、議会の決算審査特別委員会でのやり取り

やご指摘も十分踏まえて行っておるところで

ございます。

森田議員のほうから、事務事業評価シート

ということで、大山町議会の常任委員会で実

施されているものをご紹介いただきました。

これにつきまして、大山町の議会事務局に確

認してみましたところ、この取組は令和元年

度から始められたということのようでして、

３つ常任委員会がありまして、それぞれ１つ

から３つぐらいの事業をピックアップをして、

「必要性」、「公共性」、「費用対効果」、「成果」、

この４項目について採点をして、改善意見の

提案を執行部へ政策提言という形でなされて

おるようでございます。

それで、その提言に対して執行部から回答

を出し、それを常任委員会が受けて事業評価

の総括をされるという、そういった流れのよ

うでございます。一定の効果はあると思いま

すので、本町議会のほうでも検討していただ

いて導入されるということであれば、執行部

もご協力させていただきたいというふうに思

います。以上です。

議長（山根政彦）

森田二郎議員。

議員（森田二郎）

このシートは、多分、いろんな先進地のも

のを参考にしてつくられておりまして、議会

だけでやっているところは少ないです。実は

行政側、執行部側がこれを単独で自己評価と

してやっておられるとこがとっても多いです。

先ほど町長さん言われましたように、担当

課のほうでも検証していくと言われたときに、

こういったものにまとめられていくっていう

ことは他市町ではやっておられて、それで、

例えば議会の評価はこういう外部評価とはい

えないと思って、議会もやはり予算の節には

話し合って、決算でも話し合っていくわけで

すから、やはり、言わば内部評価というふう

に捉えてもいいと思います。それで、なかな

かすぐ外部評価をいただくっていうのは難し

いかもしれません。

ただし、先ほど町長さん言われましたよう

に、ホームページでこういう事務事業評価を

自己評価としては、例えばイベント「鬼っこ

まつり」というものについて特化して挙げら

れて、まとめたものをホームページに載せら

れるっていうことで、そうすると町民からの

意見がもらえるというシステムになってくる

と思います。

これを先進地では結構取り上げてやってお

られます。ただ、すぐに形を整えていろんな

方面からの評価をするんではなくて、まずは

自己評価をして、それを公表して、それで、

意見をもらうという形を取るということにな

ると、少しずつ事業のまたは進展やまちづく

りにつながっていくのではないと思いますの

で、いかかでしょうか。

これ、議会でもそれはこれからまたこうい

うものを出しましたので、話を進めて意見を

出してみたいと思うんですが、行政の中で執

行部さんの中で、こういった事務事業評価の

形に整えられる、今は大きなシートで、大く

くりで総合計画、総合戦略という形でざっと

されるんですけども、１つの事業として評価

をしていくという形をしたほうが見やすいの

ではないかと思うんですが、こういう形を執

行部のほうで取り上げるということは可能で

しょうか。ちょっと町長、ご意見をください。

議長（山根政彦）



答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

今、おっしゃられたこの事務事業評価のや

り方につきましては、最初議員のほうがおっ

しゃられました政策評価の３つの目標という

ことでおっしゃられましたけど、町民への説

明責任をどう果たしていくかということの中

のそのやり方の話だと思います。

分かりやすく簡易なものをつくることで、

それがコミュニケーションツールとなって政

策議論がしやすくなるというための１つの手

法だと思いますので、議会のほうでも検討さ

れるということでございますので、もう少し

勉強してみたいなと思いました。

議長（山根政彦）

森田二郎議員。

議員（森田二郎）

もう１つ付け加えますと、なかなかすぐに

効果的で、そして等身大の評価ってつくりに

くいものだと思います。少しずつ自分たちの

形に近づけていくことでいいと思うんですが、

その際に先進市町村では、実は事務事業評価

アドバイザーっていうものを町の中に置いて

おられて、常駐ではないと思いますけども、

評価作成をされたときにはそういう方をお願

いしているということも聞いておりますので、

これも検討の１つに加えていただけるとあり

がたいなと思います。

加えて、先ほどありましたホームページに

掲載とか、それから町民の意見をもらえるシ

ステムをつくっていくっていうことも加えて

いただけると、よりまちづくりが町全体に広

がっていくということになると思いますので、

提案をしてこの２の質問を終わらせていただ

きます。

次に、大きい２つ目のファミリーサポート

センター事業についての質問をさせていただ

きます。ファミリーサポートセンター事業、

前はファミリーサポートシステムといったも

のが名前変更でセンター事業という具合にな

りましたが、これは、ニーズは少しあっても

サポート提供者側の体制が整わなかったりと

か、または会員数にたしか人数の５０人以上

とかっていうことがありまして、なかなか稼

働しなかったのではないかと思いますけども、

最近、今年に入って条件が緩和されて、会員

が２０名以上、そしてセンター事業を展開し

ていく場所として、いわゆる提供者が子ども

たちを見る場所としては、センター側が指定

した場所だったらオーケーっていうような条

件がついて、条件緩和されて実施しやすくな

ったと考えています。

ただし、見てみますと、稼働してない理由

の１つとして、特にサポート提供者側の報酬

が１時間当たり５００円、これは県内の最低

賃金の大体半額で、子どもの命や健康に関わ

る労働であることを考えると、適当ではない

なと考えます。

本町独自の予算措置でせめて最低賃金レベ

ルまで引き上げることや、また、町内でのサ

ポート提供人材の確保が難しい状況なら、八

頭町や智頭町と連携した共同組織で運営して

いくという方法を取ることができれば、この

システムは稼働できるのではないかと思いま

す。新生児誕生は年々少なくなっていて、需

要は不確定な部分はあるんですけども、少人

数でもふるさとを支援することで、出生率が

上がったりとか、それか、移住定住者の定住

促進につながるという可能性を秘めていると

思います。

このファミリーサポートセンター事業の今

後の取組について、所見を伺います。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）



ファミリーサポート事業の今後の取組及び

人材確保についての所見を伺うということで

ございます。

本町のファミリーサポート事業は、地域に

おける子育て支援の推進と、子育て世代が仕

事と育児を両立できる環境を整備することを

目的としまして、子育ての支援を受けたいも

の、依頼会員と、子育ての支援を行いたいも

の、支援会員とが会員となって行う会員相互

の子育て支援活動であり、平成２２年に制度

を創設しております。

支援活動の内容としましては、子どもの預

かりや保育施設への送迎などがありまして、

毎年５月に広報わかさを通じて会員の募集を

行っていますが、過去５年間会員登録がない

状況となっております。

主な要因として、森田議員はお金の報酬の

ことをおっしゃいましたけれども、支援を受

けたい方はいらっしゃいますけど、実際に支

援を行う会員がいないため、会員登録をされ

ない、それから子どもの預かりが原則自宅で

行うこととなっているため、自宅で子どもを

預かることへの抵抗感や子どもを預かること

への責任が重いといったようなことがあるか

と思います。

利用を求める声が上がってきませんので、

町のほうも制度を十分ＰＲしてこなかったと

いったことも原因としてはあるのかなという

ふうに考えております。本町の子育て世帯は、

数は多くはありませんし、また、いざという

ときに預けられる祖父母が近くで生活をされ

ている世帯もあり、また、そもそも他人に預

けることに抵抗感がある保護者の方もあると

思います。

まずはアンケートなどでどれくらいの人が

この制度を要望、希望さているのか、どれく

らいまでの金額なら制度を利用するのかなど

のニーズ調査を行いまして、制度を再構築し

ていく、そういったアプローチがいいのでは

ないかなというふうに考えております。

また、現在担当課のほうに支援会員に登録

をしてもいいですよと言っていただいてる方

が数人あると聞いております。そういった

方々の意見や、ほかの町の状況も参考にしな

がら、この制度が子育て支援の１つのツール

と実質的にもなるように努めていきたいと考

えております。以上です。

議長（山根政彦）

森田二郎議員。

議員（森田二郎）

ニーズをつかんでいただけるというのは非

常にありがたいです。やはり声を出したくて

も出せない方もおられたりとか、やはり特に

移住定住で来られた方は、どこにどう言って

いけばいいのか分からないというところがあ

って、一人だけそれを伺っているんですけど

も、そういう方がもしかしたらたくさんまだ

おられるかもしれないので、ぜひお願いした

いと思います。

先ほどの町長さん言われました預かる場所

の件は、近く国の内閣府の通達で、今回サポ

ートする側とそれから提供側と相談するのと、

それからセンターの側が提供する場所で選べ

るような形になっていると思うので、それも

ちょっと確認していただけたらと思います。

私もちょっと調べてみたんですけども、会

員数が２０名に緩和されたことで、ちょっと

やってるとこは、小さい町はどうなのかなっ

て調べてみたら、島根県の海士町は人口２,

３００人を切っているんですけども、１７歳

以下が２５０人今いまして、結構多いんです

ね、移住定住で来ているから。そういうとこ

ろでは、やはり保育所なんかを活用して、保

育所を場所としていてセンターをそこに置い

ているんですね、そこで事業を展開している、

会議室もある。それで、時給が３０分が３０

０円とかいうような形になっていたと思うん

ですけども、それぞれの主張でいわゆる負担



額を考えてやっておられるところもあるよう

です。結構ばらばらです。我々サポートを受

ける側の負担はばらばらです。

それで、もう１つ、隠岐の島にある小さい

町で知夫村という村がありまして、これ、人

口６３０人ぐらいなんですけども、ここは４

歳以下が大体２２人ぐらいいるんですよ、多

いですよね。それで、これは役場内にサポー

トセンターがあって、そこで事業展開をして

おられるようです。それで、先ほどの支援者

があるって聞きましたので、これはすばらし

い傾向だなと思っています。

私も前職で誰かいないかな、こんな方がお

られたらと考えるときに、例えば学校の中で

は養護教諭さんという立場の方がおられて、

この方の中には全員ではないですけども、看

護師免許を持っておられる方がおられて、そ

ういう方が退職されたら次の職をと探してお

られても、一日中は無理だなと考えてもこれ

だったらいけると考える方もおられるんじゃ

ないかなと思うんです。

そういう方を募っていければいいと思いま

すし、もし可能であれば町内におられないと

いうことになれば、先ほど言いましたように、

町外へお願いしていく手はないのかな、交通

費やいろんなことが、保険やいろんなことが

絡んでくるとは思いますが、もし、そういっ

た支援者がおられて、安心して預けてくださ

いよというアピールできれば、提供を望む方

がこれからは出てこられる可能性があると思

っています。

長くなりましたがサポートセンター事業、

これからまたニーズをつかんでいただいて、

しっかりと提供者を育てていただいて、され

ることはこれから多分まだ子どもさんを産み

たい、これから家庭を築きたいっていう方が

増える可能性を秘めておりますし、それを支

えることになると思いますので、ぜひお願い

していきたいと思っています。

これについて何かあと、町長さんのほうで

こういう方法だったら行けるかもしれないと

いうご意見があれば伺いたいですが、あれば

よろしくお願いします。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

ちょっと繰り返しになるかもしれませんけ

れども、まずはどれぐらいの方々が、この制

度を利用したいというニーズがどれぐらいあ

るのか、預けるお金も含めて制度設計そのも

のを相談さしていただき、ニーズを把握した

いと思いますし、預けるほうの方が数人とい

う話でありましたけれども、その輪を町内在

住の方になるべく広めていただいて、預けた

い人と預かりたい人と一緒に制度設計を考え

るような場もあってもいいかなというふうに

思います。

いずれにしてもこの制度をしっかり活用で

きるような状態にしていきたいなと思ってお

ります。以上です。

議長（山根政彦）

森田二郎議員。

議員（森田二郎）

ありがとうございます。この預かりってい

う面だけではなくて、養護児、幼児のいわゆ

る保育についても、まだ若桜町はできていな

い部分あるんじゃないかなと思いますので、

併せてそういう施策もまた考えていただけれ

ばと思います。それをお願いしまして私の質

問を終わります。

議長（山根政彦）

続いて一般質問を許します。７番、川上守

議員。

議員（川上守）



７番、川上です。今年は早い時期から暖冬

と言われ、今日、暖かい日と寒い日の寒暖差

が大きくなっています。体調管理には十分気

をつけていただき、この寒い冬を乗り越えて

いただきたいというふうに思っております。

さて、若桜町の今年の大きな話題としまし

てトスク閉店が上げられます。閉店後２か月

と半月がたちますが、その間１１月の２８日

に、エスマートが開店の運びとなりました。

住民の方とともに安堵しているところであり

ます。スーパーのない２か月、町内で買い物

のできないことの不便さをひしひしと感じた

ところであります。

東宝の出店がだめになり、その後どこのス

ーパーが来るのか不安の中、執行部と県の努

力、また、業者のご理解の下、開店ぎりぎり

まで公表となりませんでしたけども、エスマ

ートの出店の運びとなりました。日々買物客

でにぎわっているところを目にしているとこ

ろであります。

今回の一般質問は、「エスマートの開業につ

いて」と、若桜町伝統的建造物群保存地区保

存条例にある「若桜町若桜伝統的建造物群保

存地区の活用計画について」。この計画は、若

桜町の先人が生み出し、受け継がれてきた個

性のある歴史的なまち並みを、地区住民や若

桜町民の共有財産として将来に向けて保存す

るとともに、まちづくりにおいてその活用を

図り、生活環境の向上や地域振興、地域産業

の育成に資することを目的とした計画であり

ます。それら大きく２点について質問をさせ

ていただきます。

１番目の質問であります。若桜町では、令

和３年の８月に伝統的建造物群保存地区の選

定を受けてから、早２年が経過をいたしまし

た。本町では、「若桜町若桜伝統的建造物群保

存地区活用計画」が策定され、当該保存地区

の保存及び活用策が具体的に示されておりま

す。近年、平日はもとより特に土日の観光客

が多く訪れており、この方々に度々若桜町に

来ていただくためにも、この活用計画を具体

的に実施していくことが重要と考えておりま

す。

その中で、質問に入ります。保存地区の保

存及び活用に関する基本方針、計画にある推

進体制の整備について、「コミュニティの維持

を図るため、まちづくりについて考える住民

団体の設立とともに、住民同士が意見交換で

きる機会を設けるため、必要な支援を行う」

となっていますが、現在の状況を伺います。

中尾議員と質問がダブるところも承知をし

ての質問ですので、よろしくお願いをいたし

ます。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

川上守議員のご質問にお答えをいたします。

重伝建の推進体制の整備について、現在の状

況を伺うというお尋ねでございます。

「若桜町若桜伝統的建造物群保存地区保存

活用計画」、いわゆる保存活用計画のお話がご

ざいました。この計画は、国が示す伝統的建

造物群保存地区制度の実務手引きに沿ってつ

くられたもので、平成３０年に町で制定しま

した「若桜町伝統的建造物群保存地区保存条

例」の第３条で策定が求められている計画で

あります。令和３年２月に審議会の意見を聞

いた上で策定をされたものでございます。

この保存活用計画には、重伝建地区の保存

と活用のあり方を示しておりまして、保存地

区の沿革、特性、保存に係る基準、活用の方

向性、推進体制の考え方などが記載されてお

ります。

推進体制の考え方の中で、議員が引用され

たとおり、住民団体の設立や意見交換の機会、

町の支援について盛り込まれているものでご

ざいます。これについての現在の状況は、先

ほど中尾議員の質問の中でもお答えした部分



と重なるところもございますけれども、今年

度は、住民団体の活動支援のための補助金を

予算化しているところであります。

現在は、この住民組織の立ち上げに向けて、

宿内で各種プロジェクトに関わっておられる

方々を中心に働きかけを行っているところで

ありまして、先日、伝建の取組にも詳しい米

山淳一先生からアドバイスをいただくための

意見交換を行ったところでもあります。

今後、住民団体が設立した際には、団体の

方向性やどのような取組をしていきたいのか

等を、住民の皆様と合意形成を図りながら、

町として可能な支援をしていきたいと考えて

おります。以上です。

議長（山根政彦）

川上守議員。

議員（川上守）

先ほど中尾議員の質問の中で、詳しく町長

のほうから説明がありました。その中で、私

自身も考えるところが、所有者任せというこ

と、中尾議員のほうからもありました、所有

者のほうがこうしたいからこうだということ

で申請して、これが物事動いていくというこ

とは、理解はしているわけですけども、この

重伝建のこの事業を進めること自体は、やは

り町指導でこの選定を受けたというふうに思

っております。

町民からこういうものは守っていかないけ

んということは、個々にはここの団体で保存

していかないけんということは、以前からい

ろんな団体で話は出ていたということは、承

知はしておりますが、町がこのように国から

選定を受けた以上、やはり町指導で行ってい

くべきなのかなと僕自身は個人的には思って

おります。

その中で、この事業に対する住民の理解度、

理解というものがどれだけ浸透しているかな、

ここの部分について住民団体の設立であった

りとか、住民同士の意見交換というものがや

はり末端のほうまで、ちょっと言葉が悪かっ

たです。すみません。末端のほうまでという

言葉が悪いかも分からんですけども、住民の

方々の、選定を受けておられるそこにお住い

の方々が、しっかりとこの事業を理解をして

いるのかなというところの部分にちょっと疑

問がありまして、この質問をしたわけですけ

ども、やはりこの保存計画の中で、こういう

ふうなことがうたわれている以上、やはり住

民にしっかりと分かるような説明をしていき

ながら、この事業を進めていくべきだという

ふうに考えます。

町長、住民の方全てというわけにはいきま

せんけども、この地域に住んでおられる方に

対する住民の理解度というものについて、や

はり町としてしっかり説明をしていくべきだ

というふうに思いますけども、それについて

お考えをお聞かせください。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

住民の理解度の浸透というお話でございま

すけれども、その重伝建の選定を受けた段階、

町がある程度指導してやってきたというとこ

ろで、じゃあ、選定を受けたんでこれから住

民指導でということもなかなかそこは難しい

ところもあるかなと思いますし、この重伝建

の趣旨ですとか、あるいはほかの地域でこう

いった取組をされて成功しているというふう

な事例なんかも含めて、しっかり住民の皆さ

んに周知して、理解して自分たちもやろうと

いう気持ちになっていただかないといけない

のかなと思います。

今、そういう町民の皆さんの住民組織をつ

くっていただくような働きかけをしておるん

ですけれども、なかなか自分から手を挙げて

どんどんやっていこうっていう、そういう形



では残念ながらない状況でございますので、

何とかある程度、町も指導しながら、組織づ

くりであったり、今後どういうところを目指

していくのかというところも含めて、ある程

度、町も住民任せではなくて、住民とともに

やっていくというそういう認識でやっていか

ないと、なかなかほかの町民の皆さんに浸透

するっていうところまではいかないと思いま

すので、そこはしっかり町も取り組んでいき

たいと思っております。以上です。

議長（山根政彦）

川上守議員。

議員（川上守）

町長が言われるとおりだというふうに思っ

ております。やはり、この重伝建、この古い

町並み、家等を残していこうと思えば、やは

り住民指導でということになれば、やはり今

の状態が、この状態が何年も続くだろうとい

うふうな想像して、やはり古い家に対してこ

こをこうして保存したらどうだ、家はこうい

うふうにしたらどうだということの、やはり

ある意味での町の指導っていうものがなけれ

ば、いろんなものに対しての保存というのが

難しいのかなというふうに考えていますので、

先ほど町長が言われたように、住民に対する

長い目での理解等も進めて、早くこのペース

を上げていかないと、なかなか、さっきも言

った２０年３０年、中尾議員の質問の中で出

ましたけども、２０年、３０年たってやっと

軌道に乗り出したっていうようなことも、先

ほど話の中であったというふうに思います。

なかなか時代とともに、古いものをどうし

ても壊すという風潮等もあったりするという

ふうに思っていますんで、先ほど町長が言わ

れたように、少しペースを速めていただいて、

住民の理解を得る中でこの事業を進めていた

だきたいというふうに思います。

それでは次の質問に入ります。「地域住民と

町の連携体制を円滑に進めるため、行政内部

の体制の整備に向け、関係課への技師の配備

を目指すとともに、住民と各専門家と連携し、

町が円滑な保存整備事業を進める」というふ

うになっておりますけども、「体制の構築を図

る」というふうになっていますけども、これ

らに対する現在のお考えをお聞かせください。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

技師の配備等含めまして、行政内部の体制

整備について考えを伺うというご質問でござ

います。

重伝建地区の保存整備事業を進めていくに

あたりまして、文化庁のほうから「重伝建地

区の文化財的価値の維持及び回復を図ること

を念頭に置く必要がある」とご指導いただい

ておりますことから、保存活用計画の中で、

修理・修景にあたって技師、専門的な技師の

配置を目指すと記載したところでございます。

町の職員として建築技師の採用・配置はし

ておりませんけれども、現在の保存整備事業

の実施にあたっては、担当課に文化財保護の

知識を持つ職員を配置するとともに、専門家

と連携して取り組むため、一般社団法人鳥取

県建築士会と保存整備事業の支援業務契約を

締結しております。

この支援業務は、伝建地区の修理・修景の

設計管理業務に精通した県内のヘリテージマ

ネージャー、これは歴史文化遺産活用推進員

いう肩書の方ですけれども、このヘリテージ

マネージャーもしくは建築士の推薦をいただ

くこととしておりまして、建築技師がいない

状況であっても、県建築士会はじめ、県内の

建築士、町の伝建の審議会、国・県などと連

携を図ることで、町の保存整備事業を進めて

いけるものと考えております。以上です。



議長（山根政彦）

川上守議員。

議員（川上守）

現在の体制の状況が分かればそれでいいと

いうふうに感じております。

この質問、最後の質問になります。環境の

整備について、この計画では保存地区の保存

整備事業に加え、「保存地区周辺に来訪者に向

けての公衆トイレであったり、ポケットパー

ク、観光駐車場等の整備を検討する」となっ

ています。現在の町並みの状況を見て、今後

どのように考えておられるのかお尋ねいたし

ます。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

環境の整備につきまして、「来訪者向けの公

衆トイレ、ポケットパーク、観光駐車場等の

整備を検討する」となっているが、現在の町

並みの状況を見て、今後どのように考えるの

かというご質問でございます。

現在の状況といたしまして、まず、公衆ト

イレにつきましては、伝建地区内では「休憩

交流処かりや」、それから「若桜民工芸館」、

「かりや横丁」といったところに設置をされ

ておりますし、周辺部では若桜駅前やふれあ

い広場、第２町民体育館などに整備をされて

おります。

駐車場につきましては、伝建地区内にはご

ざいません。伝建地区内では基本、建物の新

築・改築、除却等には現状変更許可が必要と

なるため、駐車場設置には制約がございます。

したがって、保存地区周辺の駐車場を案内し、

誘導することを基本としたいというふうに考

えております。

今年は、道の駅に設置しております観光案

内版、これを更新いたしまして、新たに宿内

の公衆トイレや駐車場の位置が分かるような

表記をしております。ただ、道の駅でござい

ますのでなかなか宿内では見られませんので、

宿内でも、車で来られた方や公共交通を使っ

て来られた方も含めて、分かりやすいように

宿内にコピーを配布するなど、もう少し工夫

してみたいと思っております。

ポケットパークにつきましては、保存地区

周辺の空きスペースを有効に活用し、小休憩

が取れるような、そんな場所を想定していた

ものと思われますけれども、現状として整備

は進んでおりませんし、今後は観光客のニー

ズなども探りながら、歴史的環境とともに生

活環境の維持を両立させた整備の在り方とい

うことを検討していきたいと考えております。

以上です。

議長（山根政彦）

川上守議員。

議員（川上守）

トイレのことについては、この議会の中で

もいろいろ議員の中からも話が出ております。

先ほど道の駅に案内看板等の設置ということ

で説明がありましたけども、実際そこの近く

に来たときのトイレの場所が分かりにくいっ

ていうのが実感です。

私ごとですけども、孫を連れておもちゃ館

等に行った場合に、トイレはどこだろう、ど

こに、例えばさっきのこの駐車場にしてでも

ですけども、どこに車置いたらいいだろうと

いうようなことで、そこの現地に来てから気

づかれる人が多いというふうなことを感じて

おりまして。

さっき町長が言われた、町中に入ってから

のトイレの場所の看板なり、特に「新」のほ

うの裏にあるトイレも、あれも皆さん使って

いい公衆トイレだというふうに認識をしてお

りますけども、裏から入らんと分からんです

がね、トイレ自体は。表から入ってもやはり



あそこの飲食店のトイレだというイメージも

あったりする中で、やっぱり裏、蔵通りを利

用される方は、あそこにトイレがあるってい

うのは分かるかもしれませんけども、本通り

側から見た場合に、なかなか場所が分かりに

くいのかなということもあったりすることと、

また、民工芸館の中にも、外にも確かに看板

はありますけども、何か小さいような気もい

たしますし、カリヤの部分についても、ちょ

っと僕も歩いて、どこに看板があったかいな

ちゅうふうなことがあったりするんで、でき

るだけトイレの位置については、目のつくよ

うな表示にしてあげたほうがいいのかなって

いうふうにも思います。

先ほど言った駐車場の件についても、前か

ら議会のほうからも話は出て大体、例えば、

駅の駐車場を使ったりとか、特に奥まったと

ころでいけば、例えば若桜町の公民館の周り

の駐車場使ったりとかっていうようなことだ

とは思うんですけども、やはりその若桜の町

並みの中心としては、今、おもちゃ館があっ

たりだとか、カリヤ通りがあったり、「新」が

あるような辺が町並みの中心なのかなってい

うふうなことは感じておる中で、やはり近く

に駐車場があればいいのかなというふうなこ

とは思っております。

なかなか至れり尽くせりっていうことには

ならんのかなと思うんですけども、特に空き

家等も増える中で、空き家を保存、全部が全

部保存っていうわけにはなかなかならないの

かなと思ったりする中で、ある部分を駐車場

にしたりとか、先ほど言ったポケットパーク

のような、これについてはいろんな観光地等

でも、人が寄って少しでも休憩ができるよう

なことが、施設の中に入らなくてもできるよ

うな、こういったポケットパークをというよ

うなことを何とかできるのであれば考えてい

ただきたい。

町長が、今年度、跨線橋の話をされたこと

と同じような考え方で、そういうふうな町並

みづくりの１つとして考えていっていただけ

ればなっていうふうには思うんですけど、町

長、何点かばらばらっと言いましたけど、ト

イレの現場に来ての表示であったりとか、ポ

ケットパークについては、いろいろ計画の中

にはあって実現はなかなか難しいかと思うん

ですけども、トイレの看板のこと、また、ポ

ケットパークについてと、駐車場について再

度お尋ねいたします。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

公衆トイレ、ポケットパーク、駐車場につ

いてのご質問で、特にトイレや駐車場につい

ては宿内に、現地に来てみないと分からない、

来てからもちょっと分からないというお話が

ございました。

この活用計画の中では、基本的にはその保

存地区周辺に整備をするということで、地区

内に整備をするということはなかなか難しい

という前提で、現状のまま維持するというの

がこの伝建の考え方ですので、駐車場とか、

トイレ等々については、周辺に整備するとい

うことになっております。

それを基本に考えないといけないと思うん

ですけれども、そうは言いましても、その中

心に近いところに駐車場があればより便利だ

と思いますし、また、トイレについても、お

っしゃるように、宿内にも幾つかあるんです

けども、表記がなかなか分かりにくくて、使

っている人もなかなか少ないと。

私もカリヤ横丁に公衆トイレがあるってい

うのは、恥ずかしながらこのたび初めて知り

ましたので、そこらの表記の仕方も改善する

必要があると思いますし、また、場所の位置

ももう少し分かりやすいものを宿内でもしっ

かり配布ができるような、観光協会ともこれ

連携しながらそういうこともやっていかない



といけないかなというふうに思っております。

はい、以上です。

議長（山根政彦）

川上守議員。

議員（川上守）

お昼になりましたけど、駆け足でいきたい

と思いますのでよろしくお願いします。先ほ

ど言われた町長のほうで具体的に説明をされ

ました。この計画を読んでいただければよく

分かりますけども、本当にいい計画になって

いるというふうに思いますので、計画に沿っ

た整備を強く望んで、この質問は終わらせて

いただきます。

大きく２番目の質問に入ります。トスク閉

店後１１月２８日よりエスマートが開業し、

住民の方も安堵しているところであります。

これから人口減少が進む中、業者の経営も

厳しい状況は変わらないというふうに考えま

す。公設民営での土地建物に係る業者の負担

を軽減されましたが、支援なくして経営がな

かなか難しいのかなっていうふうに考えます。

具体的な方策があるのか、お考えをお尋ねい

たします。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

エスマートが開業いたしましたけれども、

人口減少が進む中、支援なくして経営は難し

いと、具体的な方策はあるのかというご質問

でございます。

１１月２８日に、「エスマートわかさ店」が

開店し、トスク閉店後、２か月ぶりに駅前に

にぎわいが戻ってまいりました。町民の皆様

にはご心配や、特にトスク閉店後は買物にご

不便をおかけいたしましたけれども、結果的

には町民の買物の拠点と移動販売をしっかり

守ることができ大変よかったと思っておりま

す。

思い起こしますと、２年前には既にトスク

の再編問題が報じられ、水面下で検討が進ん

でおりまして、１年前にはトスク全店舗の閉

店、これがもう現実問題として避けられない

状況となっておりました。町といたしまして

は、買物環境の確保を最優先課題と位置づけ

て、トスクを見据えて関係方面との交渉調整

を行ってまいりました。

店舗につきましては、町民と地権者のご理

解をいただいて、公設民営方式を打ち出した

こと、また、鳥取県が買物環境の確保のため

に、スーパーへの補助という前例のない支援

制度を迅速に立ち上げられたこと、鳥取いな

ば農協様が交渉において若桜を何とかという

ことで、ご尽力いただいたということがエス

マートの出店につながったというふうに考え

ております。

また、移動販売につきましても、商工会を

通じた呼びかけに応じて、フードセンター小

嶋さんが名乗りを上げていただき、集落の買

物環境を守っていただきました。

議会のほうでも特別委員会を設置して町と

しての方向づけをしていただきました。改め

て関係者の皆様のご尽力に深く感謝を申し上

げたいと思います。

さて、エスマートの開店から約半月が経過

いたしましたが、開店初日は約９００人、そ

れ以降は１日平均６００人くらいということ

で、客足は好調であるというふうに伺ってお

ります。

ただ、議員のおっしゃるとおり、過疎化が

進む中でのご出店であり、経営環境が厳しい

状況であることには変わりがございません。

具体的な支援の方策とのご質問ですけれども、

町としては先ほど申し上げましたが、公設民

営方式を採用して、建物や駐車場の賃料を現

実の地価や建物の価格に応じた適切な金額に

見直すことで、結果的にトスク店舗のときの



賃料と比べて６分の１程度に抑えておりまし

て、これが最大の支援策であろうというふう

に考えております。

加えて、町民の皆様にはこれを期に、エス

マートに限らず、地元の店舗、各店舗での買

物をより一層心がけていただくよう、町内の

買物環境の維持へのご協力を呼びかけていき

たいと思います。

また、現在、物価高騰対策として、「わかさ

暮らし応援券」を発行しておりますけれども、

今後も時期を見ながら、こうした商品券の発

行等を通じた地元での消費活動の喚起策、こ

ういったことも検討していきたいと思います。

いずれにいたしましても、まだ、開店した

ばかりでありまして、地元での買い支えにも

努めながら様子を見守っていきたいと考えて

いるところでございます。

議長（山根政彦）

川上守議員。

議員（川上守）

いろいろ県の支援というのも開店までの支

援というのか、継続的な支援なのかというこ

とがちょっと分からない部分があって、エス

マート開業後、経営継続に対しての県の支援

というものは具体的に何か町長、示されてい

るんでしょうか。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

エスマートの継続支援に対する県の支援と

いうことですけれども、これにつきましては、

光熱水費や燃料費や広報費といった運営経費

につきまして初年度、すなわち今年度ですね、

今年度に限って支援する、そういう制度が講

じられております。

補助率が２分の１で１,５００万円を上限

とするということで、町も同額、半分ずつ負

担をするようなスキームでございます。現在、

初年度のみということでございますけれども、

開店がずれ込んだということもございまして、

次年度も継続いただけないかということを県

のほうに要望しておるという状況でございま

すけれども、ずっと継続的にというのは、そ

の制度の性質上、なかなか難しいのかなと思

っております。以上です。

議長（山根政彦）

川上守議員。

議員（川上守）

おおむね理解いたしました。すみません。

それと移動販売における、この今、走ってい

る車に対する経営の継続に対しての県からの

支援というのは、具体的にはどこまであるん

でしょうか。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

移動販売の経営継続の支援ということでご

ざいますけれども、これは、移動販売という

のはもともと中山間とか、谷あいを走ったり、

効率の悪いところでやっていかなきゃいけな

いという、もうコストがかかって収益が非常

に悪いと、収益が悪いという状況の中での経

営になりますので、先ほどのスーパーとは違

いまして、前から継続的な支援というのがご

ざいます。

県の支援は、これまで３年間に限って、初

年度からだんだん金額も落ちていくようなス

キームでございまして、その後は、４年度目

以降は、町が単独で補助するというスキーム

でトスクの頃はやっておりました。

それで、このたび、この買物問題が大きく

クローズアップされた中で、県のほうでこの



移動販売に対する支援というものも拡充をさ

れて、対象は変わってないんですけど、燃料

代とか車検の費用、修理費、備品購入費とい

った、そういった対象に対して補助率２分の

１で上限１００万円ということでございます。

ただ、この１００万円がいつまで続くのか

という辺りは、詳細がまだ不明な部分もござ

いますので、今後、継続的な支援がいただけ

るように県のほうにはお願いしていきたいと

思っております。以上です。

議長（山根政彦）

川上守議員。

議員（川上守）

特にこの移動販売につきましては、今、免

許返納等も多くなる中で、いろいろな集落に

出ていただいておるということで、かなり皆

さんご利用いただいているというところを聞

いておるので、できるだけこの支援について

も継続支援ができたらなというふうに思って

おります。

もう２点させていただきます。道の駅がや

っていました弁当の宅配サービスについてで

すけども、指定管理者が変わったことにより

道の駅ができなくなったということで、この

弁当の宅配サービスについて、当初からエス

マートはやらないということを聞いてはおり

ますけども、その後、状況が少しでも変わっ

たのかどうかお聞かせいただければと思いま

す。

議長（山根政彦）

答弁を求めます。上川町長。

町長（上川元張）

道の駅で弁当の宅配サービスをやっていた

だいておりましたけれども、エスマートさん

はそういう個別配送まではしない、店頭まで

は弁当は作ったり届けたりはあるんですけど、

そこから先はしないということでお聞きして

おりました。

それで、道の駅で宅配サービスを受けてお

られた方が、登録者が約６０人いらっしゃっ

て、実際、現実的には毎日そのうちの３０軒

ぐらいが配達を受けておられたということで

ございますけれども、今、その方々、どうさ

れてるのかというのを確認をいたしましたら、

大半の方は生協のコープきっちん、そちらに

移行されたということで伺っております。

この弁当の宅配につきましては、県の支援

制度もこのたび創設をされております。車両

ですとか、新しい支援メニューとして弁当宅

配も加えていただいておりますので、この辺

り、県内のやっていただけそうな団体にも何

度か、何団体かちょっと打診はしたんですけ

れど、なかなかいい返事をいただいてない状

況でございます。

エスマートさんのほうにもご案内をしてお

るところでございます、県の支援制度のです

ね。今後、弁当宅配の利用ニーズが増えて、

ビジネスチャンスというようなことになれば、

参入していただけるということもあり得るか

もしれませんけれども、今はちょっとまだ明

確にやるという話は伺ってないと。

議長（山根政彦）

川上守議員。

議員（川上守）

以前の宅配サービスを受けられていた方自

体はコープのほうで、受け皿になっていると

いうことで、今々、そんなに不便をしておら

れる方はいないのかなというふうに察しまし

た。はい。できれば、そのような事業をして

いただく方が出てくればありがたいわけです

けども、その辺は期待するしかないなという

ふうに感じております。

次に、今年３月定例会に質問しましたトス

ク閉店が報道されるまで、住民が分からなか



ったという状況がありました。先ほど町長か

らもお話があったように、水面下で検討され

情報がなく、情報を得ても表向きに動けなか

ったという状況を説明をされました。普段か

ら、トスク問題だけにかかわらず、町内全体

の商店、企業に対し注視するとするなら、そ

れらに深く関わる商工会との情報交換、町と

してどのような支援ができるのかという広い

視点での下、考えていただきたいというふう

に思います。

以前ですけど、知っておられる議員も少な

いかというふうに思うんですけども、平成２

２年度に、若桜町商工会に加盟をする会員の、

借入れに対する利子補給をしたことがありま

す。これは国の補助金を使って各商店、企業

に対し経営を支援した事実があります。

この支援については、何でこういうふうな

国の制度があったかっていうの、ちょっと度

忘れをしておりますけども、これについて、

時期もよかったんだというふうに、国からの

支援があったということがあって、それにつ

いて補助金を、利子補給をしたという実例も

ある中で、町長、しっかりとこのことについ

て、経営また景気についてアンテナを張って

いただいて、景況を注視していただく中で、

しっかりと商工会と意見交換をする中で、

個々の企業であったり、商店の経営状況等、

もともとは商工会の仕事だというふうには感

じておりますけども、その辺もしっかりと注

視をしていただきながら、町としてそういう

制度を利用して個々の商店、企業に対する補

助もしたということも念頭に置きながら、注

視をしていただければということを申し添え

て、私のほうからの質問は終わりたいと思い

ます。どうもありがとうございました。

議長（山根政彦）

これで一般質問を終結します。

以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日はこれにて散会します。

   午前１２時１７分  散 会


